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まえがき

本書の対象読者

このマニュアルは，HP OpenVMSオペレーティング・システムを使用する一般ユー
ザ，システム管理者，およびプログラマを対象としています。

このドキュメントでは，OpenVMSオペレーティング・システム V8.4に関する新機
能について説明しています。OpenVMS V8.4をインストール，アップグレード，あ
るいはご使用になる前にリリースノートを参照して，新しい機能がシステムに与える
影響について確認してください。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

• 第 1部OpenVMS Version 8.4の新機能

第 1章では，OpenVMSソフトウェアの新機能について要約しています。

第 2章では，OpenVMSオペレーティング・システムの一般ユーザに関する新
機能について説明します。

第 3章では，OpenVMSオペレーティング・システムの仮想化機能について説
明します。

第 4章では，性能の強化に関する新機能について説明します。

第 5章では，耐災害性やクラスタに関する新機能について説明します。

第 6章では，新しいストレージ・デバイスと I/Oコントローラの追加サポート
について説明します。

第 7章では，新しいセキュリティ機能について説明します。

第 8章では，システム管理者が実行するタスクに関する新機能について説明し
ます。

第 9章では，プログラミングに関する新機能について説明します。

第 10章では，レイヤード製品の主な新機能について説明します。

• 第 2部OpenVMSの英文ドキュメント

第 11章では，前バージョンからのOpenVMSドキュメントの変更点について
説明します。

第 12章では，ドキュメントの提供形態について説明しています。
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第 13章では，OpenVMSのドキュメント・セットに含まれている各マニュア
ルについて説明しています。

関連資料

HP OpenVMSの製品およびサービスに関する情報については，次のWebサイトを参
照してください。

http://www.hp.com/jp/openvms (日本語)
http://www.hp.com/go/openvms (英語)

本書で使用する表記法

本書では，下記の表記法を使用します。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインティン
グ・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキーまた
はポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でそのキ
ーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれてい
ません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲まれて
います。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略され
ていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目が説
明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した場
合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示してい
ます。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプショ
ンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択しても，あ
るいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMSファイル指
定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定の構文の中で
は，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプショ
ンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味しま
す。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプション
です。いずれか 1のオプションを指定しなければなりません。
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表記法 意味

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，システム・
メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライン (たとえ
ば/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえばdevice-name)な
どの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル保
護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示し
ます。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを示
します。

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示します。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以外 (2
進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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OpenVMS Version 8.4の新機能





1
HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要

OpenVMS Version 8.4は， 24時間 x365日環境での稼働に必要な最高レベルの可用
性，拡張性，フレキシビリティ，性能および安全性を提供します。HPは，基本オペ
レーティングシステムとOpenVMSクラスタ・ソフトウェア環境に継続して新しい
技術を追加することによって，OpenVMSの可用性と性能を強化し続けています。
OpenVMS Version 8.4ではHPの仮想化技術をサポートし，HP Integrity Virtual
Machines (Integrity VM)上にゲスト・オペレーティング・システムとしてインスト
ールすることができるようになりました。

1.1 新機能の概要

OpenVMS Version 8.4には，本リリースで新たに提供する新機能の他，OpenVMS
Version 8.3-1H1で提供した機能も含まれています。OpenVMS Version 8.3-1H1に
ついての詳細は，次のURLにある『HP OpenVMS Version 8.3-1H1 for Integrity
Servers新機能およびリリース・ノート』を参照してください。

http://h50146.www5.hp.com/products/software/oe/openvms/os/v83-1h1.html

表 1–1にOpenVMS Version 8.4で提供する新機能を要約しています。ここではそれ
ぞれの新機能を，一般ユーザ機能，仮想化機能，性能拡張， I/Oサポート，セキュリ
ティ機能，システム管理機能，プログラミング機能，および関連製品の各分野に分類
して説明しています。

表 1–1 OpenVMS Version 8.4新機能の要約

一般ユーザ機能

機能 説明

HPCSS(Code Signing Service) OpenVMS V8.4でアップデートされるすべてのキットは HPCSSを使用し
てサインされており，新しい署名ファイル<full kitname>_HPCが作成さ
れ，キットとともに提供されています。

(次ページに続く)

HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要 1–1



HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要
1.1新機能の概要

表 1–1 (続き) OpenVMS Version 8.4新機能の要約

一般ユーザ機能

機能 説明

DCLコマンドの拡張 DCLコマンドおよび修飾子に以下のような拡張が行なわれています。

• DELETEコマンドに，親ディレクトリを除くすべてのファイルおよび
サブディレクトリを回帰的に削除するための/TREE修飾子が追加され
てます。

• DCL SET PROCESSコマンドに/KERNEL_THREAD_LIMIT修飾子
が追加されています。

• SEARCH /STATISTICS修飾子で新しいキーワード OUTPUTおよび
SYMBOLSが使用できます。

• SET VOLUMEコマンドに/CACHE修飾子が追加され，新しいキーワ
ード DATA， NODATA，および FLUSHとともに利用することができ
ます。

• MOUNT/CACHEコマンドに新しいキーワード DATAおよび
NODATAが追加されています。

• 圧縮形式のセーブセットを作成するための新しい BACKUP/DATA_
FORMAT=COMPRESS=[DEFLATE]修飾子が追加されています。

• コマンド・プロシージャのコマンド行の入力として最大 16のパラメー
タをサポートするように DCLが拡張されています。

F$CUNITSレキシカル関数の新し
い変換単位の追加

F$CUNITSレキシカル関数に新しい変換単位 B， KB，MB， GB，およ
び TBが追加されています。

F$GETDVIレキシカル関数の拡張 F$GETDVIが拡張され，新しい項目コード NOCACHE_ON_VOLUMEお
よび NOXFCCACHE_ON_VOLUMEが追加されています。

また， F$GETDVIは， 2TB以上のボリュームをサポートするように機能
強化されています。

2 TBボリュームのサポート 次のような拡張が行なわれています。

• 最大 2 TBのディスク・ボリューム・サイズのサポート

• 最大 2 TBのボリュームをサポートするように OpenVMS BACKUPユ
ーティリティを拡張

プロセスごとのカーネル・スレッ
ド制限

この新機能により，単一プロセスで作成可能なカーネル・スレッド数を制
限することができます。プロセス単位でカーネル・スレッド制限を制御で
きるように OpenVMSが拡張されています。

データ・キャッシュ (XFC)の動的
な切り替え (有効/無効)

マウントされているボリュームの XFCキャッシュ属性を動的に修正する
ことができるようになり，ボリュームのディスマウントが不用になりまし
た。

ボリューム・マウント時の XFC
の有効/無効の切り替え

メタ・データ・キャッシュ (XQP)の状態に関係なくデータ・キャッシュ
(XFC)の状態を有効または無効にすることができます。

MALLOCが 4 GBに増加 malloc( ) APIを使用する Cアプリケーションで 4 GBのメモリを動的に割
り当てることができます。

(次ページに続く)
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HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要
1.1新機能の概要

表 1–1 (続き) OpenVMS Version 8.4新機能の要約

一般ユーザ機能

機能 説明

Mailユーティリティの拡張 Mailユーティリティに対し以下のような拡張が行なわれています。

• メール・ヘッダに最大 998文字を使用することができます。

• メール転送エントリの制限が， 31文字から 255文字に増加していま
す。

高精度時間 最後にシステム時間をアップデートしてから 1ミリ秒の経過時間を考慮し
たシステム時間を返す高精度時間 ($GETTIM_PREC)システム・サービス
が追加されました。

バッチ・キューの最大数の増加 ジョブ制限が 65535に増加しています。

仮想化機能

機能 説明

Integrity VM上のゲスト OSとし
て OpenVMSをサポート

Integrity VM上のゲスト・オペレーティング・システムとして OpenVMS
Version 8.4をサポートします。

ID-VSE for OpenVMS OpenVMS Version 8.4でマルチプラットフォーム製品である ID-VSE (HP
Insight Dynamics - Virtual Server Environment)をサポートします。

性能の強化

機能 説明

RAD (Resource Affinity Domain)
のサポート

セルベースの Integrityサーバ・システム用の RADサポート機能が追加さ
れました。

性能の改善 OpenVMS V8.4では，以下のような性能改善が行なわれています。

• OpenVMS Integrityサーバにおける例外処理の改善

• グローバル・セクションの割り当て解除関連の変更

• Kernelおよび Execモードに対する内部モード・セマフォのアップコ
ール

• システムコールのディスパッチ

• Pthreadスピンロック・アルゴリズムの改善

• Iキャッシュ・フラッシュの削減 (Iキャッシュ・フラッシュの回数を減
らすためにメモリ管理を変更)

(次ページに続く)
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HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要
1.1新機能の概要

表 1–1 (続き) OpenVMS Version 8.4新機能の要約

耐災害性およびクラスタ機能

機能 説明

Cluster over Internet Protocol クラスタ通信に IPを使用する機能が OpenVMS Clusterに追加されまし
た。

HP Volume Shadowing for
OpenVMSの機能拡張

次の新機能が追加されました。

• ホストベースのボリューム・シャドウイング・セットで最大 6つのデ
ィスクをサポートする機能が追加されました。

以前の 3つのメンバ・シャドウセットのサポートを拡張し，最大 6つ
のシャドウセットをサポートすることにより，マルチサイトの耐災害構
成を提供します。

• HBMM (Host-Based Mini Merge)のための新しい DISMOUNTキー
ワードが追加され， HBMMに対して 12のすべてのビットマップが使
用されます。

• ミニコピーとミニマージの高速化

• SET SHADOWの新しい修飾子

/DISABLE=SPLIT_READ_LBNS

/ENABLE=SPLIT_READ_LBNS

/STALL=WRITES[=nnn]

/NOSTALL=WRITES[=nnn]

• 書き込みビットマップの性能の改善。これによりシャドウイング書き込
みがより速くなります。

ストレージ・デバイスと I/Oのサポート

機能 説明

8 Gb Fibre Channelアダプタ 8 Gb Fibre Channel PCIeアダプタのサポート

HP AD317A PCIのサポート HP AD317A PCIサウンド・カードの制限付きサポート

ストレージ・デバイスおよび I/O
コントローラ

OpenVMS 8.3-1H1がリリースされた後，いくつかの新しいストレージ・
デバイスと I/Oコントローラのサポートが追加されています。

セキュリティ機能

機能 説明

HP SSLの拡張 HP SSL V1.4は OpenSSL 0.9.8hをベースにしており， OpenSSL.orgか
らの最新のセキュリティ更新も含んでいます。

LDAPユーザのグローバル・マッ
ピングおよびローカル・マッピン
グ

グローバル・マッピングおよびローカル・マッピングをサポートするよう
に機能拡張されています。

(次ページに続く)
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HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要
1.1新機能の概要

表 1–1 (続き) OpenVMS Version 8.4新機能の要約
システム管理機能

機能 説明

HP SIMによるプロビジョニング
機能の拡張

HP SIMによる OpenVMSのプロビジョニング機能に関する次の新機能を
提供します。

• OpenVMS Version 8.4の展開

• OpenVMS TCP/IPの構成

OpenVMS用 vKVM機能 Integrated Lights Out (iLO)をサポートする Integrityサーバおよび
BladeSystemにおける Integrated Remote Consoleのサポートが追加され
ました。

CPU Component Indictment -
Dynamic Processor Resilience
(DPR)

Integrityサーバで CPUコンポーネントのインダイトゥメント機能をサポ
ートします。

Power Management CPUがアイドル状態でない間の使用電力を低減するためにプロセッサの
p-stateをサポートします。

新しいシステム・パラメータ 以下の新しいパラメータがサポートされます。

• NISCS_UDP_PKTSZ -ネットワーク通信パスで IP経由のクラスタ通
信に使うパケット・サイズをシステム管理者が変更できます。

• NISCS_USE_UDP -このパラメータは， Cluster over IP機能を有効
にします。 PEDRIVERは， IEEE 802.3に加えて UDPプロトコルを
クラスタ通信に使用します。

• PAGED_LAL_SIZE -ページ・ダイナミック・プール索引リストで使用
する最大サイズをバイト数で設定します。

• ZERO_LIST_HI -ゼロのページの最大数を設定し，ゼロ・ページ・リ
ストで提供します。

(次ページに続く)
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HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要
1.1新機能の概要

表 1–1 (続き) OpenVMS Version 8.4新機能の要約

システム管理機能

機能 説明

HP System Analysis Toolの拡張 以下の機能拡張が提供されています。

• 部分ダンプ・コピー機能がサポートされています。

• ページがフルの場合でも SET OUTPUTに対して作成された索引ペー
ジが切り捨てられなくなりました。ページが追加され，リンクが張られ
ます。

• SHOW PFN_DATA /SUMMARYが SHOW PFN_DATA /SUMMARY
[=list]に拡張されています。

listには ALL，あるいは， PROCESS， RAD， GLOBALの 3つの値
のいずれかもしくはその組み合せを指定できます。

• SHOW POOL /RING_BUFFERおよび SHOW PROCESS /POOL
/RING_BUFFER[=ALL]が拡張され，オプションのフィルタ・アドレ
ス/RING_BUFFER[=n]を指定することができます。

• SHOW SYMBOLの新しい/BASE_ADDRESS=n修飾子

• 新しい SHOW ACPI /NAMESPACEおよび SHOW ACPI /TABLESコ
マンドとそれらに対する修飾子およびパラメータ

• SHOW SPINLOCKSの新しい修飾子/DEVICEおよび
/MISCELLANEOUS

• SHOW RESOURCE /CONTENTIONの新しい修飾子/FULL

• SET CPUの新しい修飾子/NOLOG

• SET CPUおよび SHOW CPUNの新しい修飾子/PRIMARY

• SHOW RADの新しい修飾子/PXML

InfoServerユーティリティの拡張 メモリ・ディスクを使用した InfoServerサーバからのブートをサポートし
ます。

(次ページに続く)
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HP OpenVMS Version 8.4の新機能の概要
1.1新機能の概要

表 1–1 (続き) OpenVMS Version 8.4新機能の要約

プログラミング機能

機能 説明

呼び出し可能メールの拡張 指定したフォルダに直接メッセージを送ることを可能にするメール・イン
タフェース

HP C Run-Time Library (C RTL)
の拡張

次の機能が拡張されています。

• Unicode - UNIX形式のファイル名に対する UTF-8エンコーディング

• 性能改善のための strcmp( )およびmemcmp( )の拡張

• C RTLにおける Open Groupのセマフォ制御操作のサポート

• 新しい DECC$PRINTF_USES_VAX_ROUND機能スイッチ

Linkerユーティリティの拡張 新しいリンカ修飾子/CBTおよび/NOCBTが追加されています。

システム・サービス用の新しい項
目コード

以下の新しい項目コードが追加されています。

• $GETDVIに対する DVI$_NOXFCCACHE_ON_VOLUMEおよび
DVI$_XFC_DEPOSING

• $MOUNTに対するMNT$_DATAおよびMNT$_NODATA

新しい "send item"コード メールの宛先フォルダを指定するためのMAIL$_SEND_RECIP_FOLDER
が追加されています。

関連製品の新機能

機能 説明

HP TCP/IP Services for
OpenVMS

OpenVMS Version 8.4では TCP/IP Services V5.7がサポートされます。

DECnet-Plusの拡張 TCP/IP SSHサービスを使用したセキュア DECnet/IP接続がサポートされ
ます。

DECwindowsの拡張 オーディオ・アラーム機能 (xBell)がサポートされます。

OpenVMS Version 8.4のインストレーションを開始する前に，『HP OpenVMS
V8.4リリース・ノート[翻訳版]』および『HP OpenVMS V8.4インストレーション・
ガイド[翻訳版]』を参照してください。
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一般ユーザ機能

この章では，HP OpenVMS IntegrityおよびOpenVMS Alphaの一般ユーザ向けの
新機能について説明します。

2.1 オペレーティング環境モデル/ライセンス体系の変更

本リリースでは，OpenVMSと関連ソフトウェアを提供するオペレーティング環境
(OE)が以下のように変更されています。

• これまでOpenVMSは， FOE (Foundation Operating Environment)， EOE
(Enterprise Operating Environment)，MCOE (Mission Critical Operating
Environment)の 3種類のオペレーティング環境モデルで提供してきましたが，
OpenVMS Version 8.4では，次の 2種類のOEモデルに変更されています。

• BOE (Base Operating Environment)

• HA-OE (High Availability Operating Environment)

• BOEライセンスには，従来の FOEのすべてのコンポーネントと EOEからの 2つ
のコンポーネントが含まれます。新しいOEモデルでは，従来の EOEに含まれて
いた以下の製品が BOEで提供されます。

• DECram for OpenVMS

• HP OpenVMS Management Station

なお， BOEでOpenVMS Management Station (OMS)がライセンスされます
が，本フィールド・テスト・リリースではOMSは提供されません。

• HA-OEライセンスにはMCOEのすべてのコンポーネントと EOEからの 4つの
コンポーネント，さらにGlobal Work Load Manager (gWLM)が含まれます。新
しいOEモデルでは，従来の EOEに含まれていた以下の製品がHA-OEで提供さ
れます。

• HP Availability Manager

• OpenView Performance Agent (OVPA) for OpenVMS

• RMS Journaling for OpenVMS

• HP Volume Shadowing for OpenVMS

• OpenVMS V8.4へのアップグレードに伴い， FOEライセンスは自動的に BOEに
アップグレードされ， EOEおよびMCOEライセンスはHA-OEにアップグレー
ドされます。
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一般ユーザ機能
2.2 HP Code Signing Service (HPCSS)

2.2 HP Code Signing Service (HPCSS)

HPの製品は， "信頼 "のブランドプロミスと共に提供されます。HPのコード (ソフ
トウェア，ファームウェア，ドライバ，アプリケーション，パッチ，ソリューション
など)に対して施された電子的に暗号化された署名により，HPから受け取ったコー
ドを実際に導入する前に，そのコードの整合性と信頼性を確認するための業界標準の
方法が提供されます。

デジタル処理で署名されたコードを提供することは，HP製ではないウィルスやワー
ムなどの悪意のあるソフトウェアやファームウェアを使用することにより発生するセ
キュリティ上のリスクを管理するのに役立ちます。

モバイル・コードなどの他のマーケット， FIPS準拠デバイスのファームウェア，お
よび標準のファームウェア・インタフェースがもたらすセキュリティ上の脅威の増大
に対応するために，HPの製品はデジタル署名とともに提供されます。

これまでは，OpenVMSは Common Data Security Architecture (CDSA)をベース
にした独自の署名メカニズムを使用していました。キットのインストレーション時に
署名を確認するのに PCSIは CDSA Validatorを使用していました。シーケンシャル
形式 (*.PCSI)あるいは圧縮形式 (*.PCSI$COMPRESSED)のどちらの形式で作成さ
れたキットも署名されていました。ただし，インストールに VMSINSTALを使用す
るキットは署名されていませんでした。

PCSIおよび VMSINSTALベースのキットも含め， V8.4でアップデートされたすべ
ての新しいOpenVMSキットは，HP Code Signing Service (HPCSS)を使用して署
名されています。新しい署名ファイル<full kit name>_HPCが作成され，キットと共
に提供されています。キットは，この署名ファイルを使用して確認されます。

注意

OpenVMS Alpha Version 8.4 CDはこの機能で署名されていません。

OpenVMS Version 8.4以降は，新しい製品HPBinarycheckerがOpenVMSシステム
にインストールされ，HPCSSを使用して署名されたキットはこれを使用して確認し
ます。 VMSINSTALおよび PCSIはこの確認機能を使用するように変更されていま
す。 VMSINSTALを使用するHPのレイヤード製品は， PCSIキットを署名したの
と同じ方法で署名されます。

ファイル拡張子_HPCが付いた署名付きキットを確認するには，HPBinaryChecker
を使用します。HPBinaryCheckerが利用できない場合， PCSIは
HPBinaryCheckerがロードされていないことを示し，この製品のインストール
を促します。_ESWマニフェスト・ファイルが存在し，_HPCファイルが存在しない
場合， PCSIは CDSAを使用してキットを確認します。 CDSAの確認機能のサポー
トは廃止されません。
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OpenVMS Version 8.4以降は， CDSA署名機能は提供されません。署名付きキット
のインストールについての詳細は，『HP OpenVMS V8.4インストレーション・ガイ
ド[翻訳版]』を参照してください。

2.3 DCLコマンドとレキシカル関数

表 2–1および表 2–2にOpenVMS Version 8.4の新しいあるいは変更されたDCLコ
マンド，修飾子，およびレキシカル関数を要約します。DCLの使用方法に関するい
くつかの新しい機能について，以下の項で説明します。詳細は『OpenVMS DCLデ
ィクショナリ』を参照してください。

表 2–1 DCLコマンドの変更点

DCLコマンド 変更点

DELETE 親ディレクトリを除くすべてのファイルおよびサブ・ディレクトリを回帰的に削
除するための新しい修飾子/TREEが追加されています。

SET PROCESS あるプロセスで使用可能なカーネル・スレッドの最大数を指定するための新しい
修飾子/KERNEL_THREAD_LIMITが追加されています。

SEARCH/STATISTICS SEARCH /STATISTICSで使用する新しいキーワード OUTPUTおよび
SYMBOLSが追加されています。

SET VOLUME SET VOLUMEコマンドに新しい修飾子/CACHEが追加されています。キーワー
ドとして DATA， NODATA，および CLEAR_DATAが使用できます。この修飾
子を使用して，ボリュームに対する XFCキャッシュ機能を動的に有効あるいは無
効にしたり，キャッシュをクリアすることができます。

MOUNT/CACHE MOUNT/CACHEコマンドで新しいキーワード DATAおよび NODATAを使用す
ることができます。

BACKUP 圧縮形式のセーブセットを作成するための新しい修飾子 BACKUP/DATA_
FORMAT=COMPRESS=[DEFLATE]が追加されています。

表 2–2 DCLレキシカルとレキシカル・ドキュメントの変更

DCLレキシカル ドキュメントの変更

F$GETDVI 新しい項目コードが追加されています。詳細は第 2.3.5項を参照してください。

2.3.1 SEARCH/STATISTICSの新しいキーワード

SEARCH/STATISTICS修飾子で下記のキーワードを使用できます。
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キーワード 説明

OUTPUT 統計情報の出力行を，標準の SYS$OUTPUTデバイスに加えて出力ファイルに書
き込みます。デフォルトは/NOSTATISTICS=OUTPUTです。

SYMBOLS 統計値を保持するシンボルを定義します。デフォルト値は
/STATISTICS=SYMBOLSです。シンボル名は以下のとおりです。

SEARCH$CHARACTERS_SEARCHED -検索した文字数を表示します。
SEARCH$FILES_SEARCHED -検索したファイル数を表示します。
SEARCH$LINES_PRINTED -出力した行数を表示します。
SEARCH$RECORDS_MATCHED -一致したレコード数を表示します。
SEARCH$RECORDS_SEARCHED -検索したレコード数を表示します。

2.3.2 BACKUPの圧縮サポート

OpenVMS BACKUPユーティリティが拡張され，圧縮形式のセーブセットの作成お
よびリストアが可能になっています。圧縮形式のセーブセットは，ディスクおよび磁
気テープ上に作成できます。圧縮率はファイルデータの内容に依存します。

データ圧縮をサポートするために，BACKUP/DATA_FORMAT=COMPRESS=[algorithm]修飾
子が追加されています。algorithmには圧縮アルゴリズムを指定します。デフォルトの
圧縮アルゴリズムは， ZLIBライブラリにより提供されるDEFLATEです。

2.3.3 DCLコマンド・プロシージャのコマンド行入力として最大 16個のパラメー
タをサポート

コマンド・プロシージャへの入力として，DCLは最大 16個オプション・パラ
メータをサポートします。オプション・パラメータを指定するためには，DCL_
CTLFLAGSのビット 4を 1に設定します。文字列値としてエントリーの順にシンボ
ル P1, P2, . . . P16，が割り当てられます。同様に，サブルーチンの CALL時には，
16のオプション・パラメータを指定することができます。DCL_CTLFLAGSのビッ
ト 4をクリアすると，デフォルト・パラメータが P1, P2, . . . P8に設定されます。

2.3.4 F$CUNITSレキシカルの拡張

ブロックからバイトへの変換に加えて， F$CUNITSは B，KB，MB，GB， TB
などの変換単位をサポートします。 from-unitsおよび to-unitsのキーワードとして
Blocks， B，KB，MB，GB，および TBを指定することができます。新しい単位で
変換した場合の実行結果は，小数点第 2位で丸められます。

新しいキーワード Bは，表示単位の変更無しでバイト単位へ変換するためのキーワー
ドです。 BYTESキーワードが指定された場合は単位が自動的に選択されますが，新
しいキーワード Bでは表示単位の自動選択は行なわれません。

形式 - F$CUNITS(number [,from-units, to-units])
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引数の意味は以下のとおりです。

number -変換する 32-bit数 (あるいは，より小さい数)を指定します。

from-units -変換前の数値の単位を指定します。最初の引数のみが指定されている場
合，このフィールドのデフォルト・オプションは BLOCKSです。このフィールドの
オプションとして， BLOCKS， B，KB，MB，GB， TBがサポートされます。

to-units -変換後の数値の単位を指定します。最初の引数のみが指定されている場合，
あるいは 2つ目の引数が BLOCKSの場合，このフィールドのデフォルト・オプショ
ンは BYTESで，結果は適切な単位で丸められます。このフィールドのオプションと
して， BLOCKS， BYTES， B，KB，MB，GB， TBがサポートされます。

注意

BYTESキーワードは，ブロックからバイトへの変換時のみサポートされま
す。

例:

• 次の例では， 1024ブロックを同等のKB単位に変換し，変換結果は 512 KBとな
っています。

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(1024,"BLOCKS","KB")
512KB

• 次の例では， 1024ブロックをバイト単位に変換しています。表示単位は自動的に
選択されています。

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(1024,"BLOCKS","BYTES")
512KB

• 次の例では， 1024ブロックをバイト値に変換しています。バイト値の表示単位の
自動選択は行なわれていません。

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(1024,"BLOCKS","B")
524288B

"BLOCKS"から "BYTES"への変換以外に "BYTES"キーワードが使用された場合，
"CONFLICT"警告メッセージが表示されます。
例:

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (512,"BYTES","BLOCKS")
%DCL-W-CONFLICT, illegal combination of command elements - check documentation
\BYTES\
$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (10,"KB","BYTES")
%DCL-W-CONFLICT, illegal combination of command elements - check documentation
\BYTES\
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正しい構文:

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (512,"B", "BLOCKS")
1BLOCKS
$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (10,"KB","B")
10240B

DCL整数表現の範囲を超える数値の処理については，『OpenVMS DCLディクショ
ナリ』を参照してください。

2.3.5 F$GETDVIレキシカル関数:新しい項目コード

F$GETDVIレキシカル関数が拡張され， 2つの新しい項目コードNOCACHE_
ON_VOLUMEおよびNOXFCCACHE_ON_VOLUMEがサポートされています。
F$GETDVIでNOCACHE_ON_VOLUMEを指定すると，そのボリュームでハイウ
ォータ・マーキングが無効かどうかを示す TRUEあるいは FALSEが返されます。
F$GETDVIでNOXFCCACHE_ON_VOLUMEを指定すると，そのボリュームで
XFCキャッシュ機能が無効かどうかを示す TRUEあるいは FALSEが返されます。

2.3.5.1 F$GETDVIレキシカル関数:負の数値

F$GETDVIレキシカル関数の項目MAXBLOCK， FREEBLOCKS， EXPSIZE，お
よび VOLSIZEは，ターゲット・ディスク・サイズに依存した情報を返すのによく利
用されます。OpenVMS Version 8.4では，ターゲット・ディスクのサイズが 1 TB
を超える場合，これらの F$GETDVI項目は負の数値を返すことができます。これ
は，DCLが 32ビットの符号付き整数で計算および比較を行うためです。これらの項
目コードと一緒に F$GETDVI( )使用するコマンド・プロシージャは， 1 TBを超える
ボリュームと動作するように修正する必要があります。

DCL整数表現の範囲を超える数値の処理については，『OpenVMS DCLディクショ
ナリ』を参照してください。

2.4 2TBボリュームのサポート

OpenVMS Version 8.4では，最大 2 TBのディスク・ボリュームをサポートします。
新しい最大ボリューム・サイズの正確なサイズは，以下のとおりです。

(65534 * 255 * 255)ブロック= 4,261,348,350ブロック， (すなわち約 1.98 TB)

論理ブロック数 (LBN)あるいは仮想ブロック数 (VBN)に関する計算や比較を行なう
アプリケーションは， 1 TBを超えるボリュームでの使用に関してテストしておく必
要があります。修正されていないアプリケーションは， 1 TBを超えないボリューム
では以前と同じように動作します。

DCL整数表現の範囲を超える数値の処理については，『OpenVMS DCLディクショ
ナリ』を参照してください。
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OpenVMS V8.4で 1 TBを超えるサイズをサポートするのは SCSIディスクの場合の
みです。

2.4.1 2 TBサポートに関する制限事項

OpenVMS V8.4より前のバージョンでは， 1 TBを超えるサイズのボリュームのサポ
ートしておらず，そのようなディスクのマウントはサポートしていません。古いバー
ジョンのOpenVMSで間違ってマウントするのを防ぐために，MOUNTの最新パッ
チではそのようなシステムでは 1 TBを超えるサイズのボリュームのマウントを明示
的に許可しません。

注意

HP Disk File Optimizer (DFO) for OpenVMSは，現在のところ 1 TBを超える
サイズのファイルあるいはボリュームはサポートしていません。そのような
ファイルあるいはボリュームでは，機能が拡張されるまで DFOは使用しない
ことをお勧めします。

2.4.2 BACKUPの 2TBボリューム・サポート

OpenVMS BACKUPユーティリティは，最大 2 TBのボリュームをサポートするよ
うに拡張されています。

詳細は『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参
照してください。

2.5 プロセス毎のカーネル・スレッド制限

この機能は，プロセスで作成可能なカーネル・スレッド数を制限するために追加され
ています。 SYSGENのMULTITHREADパラメータの現在値と等しい，あるいはそ
れ以下の値に設定することができます。OpenVMSは，プロセス毎にカーネル・スレ
ッド制限を制御できるように機能拡張されてます。

注意

プロセスごとのカーネル・スレッド制限の変更は，すでに実行中のイメージ
に対しては適用されません。制限を変更した後にそのプロセスで起動された
スレッド・イメージに対して，新しい制限が適用されます。

プロセス毎のカーネル・スレッド制限は，以下のいずれかの方法で制御することがで
きます。

• DCLの使用。以下に例を示します。
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$ SET PROCESS/KERNEL_THREAD_LIMIT=n
$ RUN/KERNEL_THREAD_LIMIT=n
$ SPAWN/KERNEL_THREAD_LIMIT=n

• $CREPRCシステム・サービスの使用。新しい引数 PRC$M_KT_LIMIT
がstsflgに追加されています。これは，作成したプロセスに指定したカーネル・ス
レッド制限を設定します。 PRC$M_KT_LIMITフラグを設定し，オプションの
kt_limit引数を追加します。

• $SET_PROCESS_PROPERTIESWシステム・サービスの使用。プロセスに対し
PPROP$C_KERNEL_THREAD_LIMITプロパティを設定し， value引数に数値
を指定します。

プロセス毎のカーネル・スレッドの制限は，次のいずれかの方法で表示できます。

• $ SHOW PROCESS

• $ F$GETJPI("pid", "KT_LIMIT")

• $GETJPIシステム・サービスで JPI$_KT_LIMIT項目コードを使用

• LIB$GETJPIランタイム・ライブラリ・ルーチンで JPI$_KT_LIMIT項目コード
を使用

2.6 マウント済みボリュームに対するXFCの動的な有効/無効の切り
替え

OpenVMS Version 8.4では，マウント済みのボリュームに対するデータ・キャッシ
ュ (XFC)の設定を動的に有効あるいは無効にすることができるように拡張されていま
す。以前のバージョンでは，ボリュームの XFCキャッシュ属性はボリューム・マウ
ント時に指定されていました。このため， XFCキャッシュ属性の変更には，適切な
XFCキャッシュ属性に変更した後，ボリュームを再マウントすることが必要でした。

本バージョンでは，ボリュームのディスマウントを行なわずにボリュームの XFCキ
ャッシュ属性を動的に変更することができます。以下に例を示します。

• SET VOL V1/CACHE=DATA

このコマンドはボリューム V1の XFCキャッシュ機能を有効にします。キャッシ
ュ内のボリューム V1の内容は影響を受けません。

• SET VOL V1/CACHE=NODATA

このコマンドはボリューム V1の XFCキャッシュ機能を無効にします。キャッシ
ュ内のボリューム V1の内容は影響を受けません。

• SET VOL V1/CACHE=FLUSH

このコマンドはキャッシュ内のボリューム V1の内容を捨てます。ボリューム V1
のキャッシュ属性は影響を受けません。

• SET VOL V1/CACHE=(DATA,FLUSH)
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このコマンドは，ボリューム V1の XFCキャッシュ機能を有効にし，キャッシュ
内のボリューム V1の内容を捨てます。

• SET VOL V1/CACHE=(NODATA,FLUSH)

このコマンドは，ボリューム V1の XFCキャッシュ機能を無効にし，キャッシュ
内のボリューム V1の内容を捨てます。

2.7 XFCの有効/無効のマウント時の切り替え

OpenVMS Version 8.4より前のバージョンでは，/CACHEあるいは/NOCACHE修
飾子を指定してディスクをマウントすることで，データ・キャッシュ XFCおよびメ
タデータ・キャッシュ XQPの両方が有効あるいは無効に設定されました。

OpenVMS Version 8.4では， XQPキャッシュとは独立して XFCキャッシュを有
効/無効にすることができます。MOUNTコマンドの/CACHE修飾子で新しい 2つの
値DATAおよびNODATAを使用することで， XFCキャッシュを有効あるいは無効
に設定できるようになりました。

以下に， XFCキャッシュを有効/無効に設定するいくつかの例を示します。

• 下記のコマンドにより，ディスクの XFCが有効になります。/CACHE=DATA修
飾子はMOUNTコマンドのデフォルト値です。

$ MOUNT/CACHE=DATA
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE_NAME)

• 下記のコマンドは，ディスクの XFCを無効にします。/NOCACHEも
/CACHE=NODATAを意味します。この新しい修飾子はメタデータ (XQP)キ
ャッシュの処理には影響を与えません。

$ MOUNT/CACHE=NODATA
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE_NAME)

• 下記のコマンドは，データ，すなわち XFCおよびメタデータ XQPキャッシュを
無効にします。/NOCACHE修飾子は/CACHE=NODATAを意味します。

$ MOUNT/NOCACHE
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE_NAME)
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2.7.1 混成クラスタにおける影響

/CACHE修飾子の新しい値DATAおよびNODATAは以前のバージョンのOpenVMS
ではサポートされません。このため，OpenVMSのバージョン混成クラスタでは，
OpenVMS Version 8.4システムから/CLUSTERおよび/CACHE=[NO]DATAを
指定してボリュームをマウントしようとすると，MOUNT-F-BADPARAMエラー
により古いバージョンのOpenVMSシステムで処理が失敗します (%MOUNT-W-
RMTMNTFAIL)。

2.8 Mailユーティリティの拡張

この節では，OpenVMS Version 8.4におけるMailユーティリティの拡張について説
明します。

2.8.1 メール・ヘッダでの 255文字以上のサポート

RFC 2822標準に従い，メール・ヘッダにおける 255文字以上のサポートが追加され
ました。ヘッダには Subject， TO， CC， FROMフィールドなどの属性が含まれま
す。最大で 998文字のヘッダがサポートされます。

2.8.2 メール転送エントリの制限の緩和

転送ユーザ名の文字列長は 31文字から 255文字へ増加しています。長い文字数のユ
ーザ名を使用したい場合は，DCL_CTLFLAGSのビット 5を設定します。このビッ
ト設定すると，長さが 255文字までのユーザ名が使用できるようになります。このビ
ットをクリアしてもこの動作は変更されずにそのまま残り， 255文字のユーザ名がサ
ポートされます。 31文字の設定に戻すことはできません。

2.9 高精度時間

High Precision Time ($GETTIM_PREC)システム・サービスは 64-bitフォーマット
の現在時刻を返します。クォドワードは， 1858年 11月 17日からの 100ナノ秒の数
です

システム時間が修正される頻度は， Integrityサーバと Alphaシステムのプラットフ
ォーム間で異なります。一般に，システム時間は 1ミリ秒に 1回の割合で更新されま
す。 Integrityサーバでは，$GETTIM_PRECは，システム時間の最後の更新から 1
ミリ秒の経過時間を考慮してシステム時間を返します。

このサービスの引数には，既存のシステム・サービス SYS$GETTIMの引数と同じも
のが使用できます。ただし新しい状態戻り値として，高精度時間が得られず 1ミリ秒
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が考慮されていない時間が返されたことを示す SS$_LOWPRECが追加されていま
す。

Alphaシステムでは，このサービスは$GETTIMサービスと同等で，最後に更新され
たシステム時間が返されます。正常終了の場合， Alphaにおけるこのサービスの状態
は SS$_LOWPRECです。
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3
仮想化機能

この章では，OpenVMSオペレーティング・システムの仮想化機能について説明しま
す。

3.1 Integrity VMでのゲストOSとしてのOpenVMS

OpenVMS Integrity Version 8.4は，HP Integrity VM (Virtual Machines)上でゲス
トOSとしてサポートされます。 Integrity VMはHP Virtual Server Environment
内のソフトパーティショニングおよび仮想化技術で，単一のHP Integrityサーバあ
るいは nPartitionでリソースを共有する複数の仮想サーバあるいは仮想マシンの作成
を可能にします。

各仮想マシンは，自身のゲストOSインスタンス，アプリケーション，およびユーザ
をホストします。 Integrity VMは，ブレードシステムを含め， Intel VT-iが利用可
能なHP Integrityサーバ上で動作します。HP Integrityサーバでは，OpenVMSは
ゲストOSとして実行できますが， Integrity VMホストはHP-UXのもとで動作しま
す。

3.1.1 必要なライセンス

Integrity VMにおけるゲスト・オペレーティング・システムとしてOpenVMSを利
用するためのライセンスについては，『HP OpenVMS License Management Utility
Manual』を参照してください。

3.1.2 サポートされるハードウェア

Integrity VMにおけるOpenVMSゲストOSは， Intel Itaniumプロセッサ上で利用
可能な VT-i (Intel Itaniumアーキテクチャの Intel Virtualization Technology)でサ
ポートされます。現在のところ， Intel Itanium 9000および 9100シリーズが VT-i
をサポートしてます。

Integrity VMについての詳細は，下記のURLを参照してください。

http://h71028.www7.hp.com/enterprise/us/en/os/hpux11i-partitioning-integrity-vm.html
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3.1.3 ゲストOSとしてのOpenVMSのインストール

OpenVMSをゲストOSとしてインストールする方法については，『HP OpenVMS
V8.4インストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

3.1.4 ゲストOSとしてのOpenVMSの機能

ゲストOSとしてのOpenVMSは，以下の機能をサポートします。

• OpenVMSゲストOSは SMP対応で，最大 64 GBの物理メモリをサポートしま
す。

• OpenVMSゲストOSは， Integrity VMにより提供される仮想化されたディス
ク・ドライブおよびネットワーク・インタフェースをサポートします。 Integrity
VMは，ホスト・システムとの接続が物理ネットワーク・カードであるか大規模
ストレージ接続であるかに関わらず，ディスクおよび論理ボリュームを SCSIデ
ィスクとして示し (OpenVMSゲスト上のDKデバイス)，仮想ネットワーク・イ
ンタフェースを Intel Gigabitカードとして示します (OpenVMSゲスト上の EIデ
バイス)。

• オンライン・マイグレーションを制限付きでサポートします (スタンドアロンのゲ
スト構成のみサポートします)。

• AVIO (Accelerated Virtual IO) LANドライバおよび SCSIドライバをサポートし
ます。

• 一連の VSE製品によるOpenVMSゲストOSの管理および監視機能をサポートし
ます。

• OpenVMSゲスト・システムはクラスタ対応で， LANおよび Cluster over IPの
クラスタをサポートします。

詳細については『HP OpenVMS V8.4リリース・ノート[翻訳版]』を参照してくださ
い。

3.2 ID-VSE for OpenVMS

HP Insight Dynamics - Virtual Server Environment (ID-VSE)は，一連のマルチプ
ラットフォーム製品を統合した製品で，継続的な分析と物理的なサーバ・リソースお
よび仮想的なサーバ・リソースを最適化するのに利用できます。データセンターにお
けるキャパシティとエネルギーの計画，プロビジョニング，アップグレード，変更な
どに関するコストの低減に貢献します。

ID-VSEは， CMS (Central Management Station)上のHP Systems Insight
Manager (HP SIM)と共に動作し，ご使用のネットワークの複数のノードを管理しま
す。
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OpenVMS Version 8.4では，以下の ID-VSE製品がサポートされます。

HP Virtualization Manager

Virtualization Managerソフトウェアは，さまざまなレベルで仮想サーバ環境 (VSE)
を可視化するためのフレームワークを提供します。すべてのシステムおよびワークロ
ードはグラフィカルに表示されます。システム間の階層的な関係とそれらの現在の
利用状況が単一の画面に表示されます。また，システムとワークロードの管理およ
び設定のためのその他の VSE Managementソフトウェアにアクセスすることも可能
になります。 Virtualization Managerは，Utilization WBEMプロバイダを通して
OpenVMS管理ノードからプロセッサ，メモリ，ネットワーク，およびディスクの利
用データを収集します。

HP Capacity Advisor

Capacity Advisorソフトウェアは，サーバ・リソースを最大限に利用して VSE全体
のワークロードを最適化するためのキャパシティ分析と計画機能を提供します。ま
た，現在のサーバ・リソースを最適化し，将来のワークロード拡張やサーバ集約を計
画するためのシナリオ分析を提供します。 Capacity Advisorは，Utilization WBEM
プロバイダを通してOpenVMS管理ノードからプロセッサ，メモリ，ネットワーク，
およびディスクの利用データを収集します。

HP Global Workload Manager

HP Global Workload Manager (gWLM)は， VSEソフトウェアでインテリジェン
ト・ポリシー・エンジンとしてサービスを行なうマルチシステム/マルチOS対応のワ
ークロード・マネージャです。複数のサーバ間で自動化されたワークロード管理ポリ
シーの導入を簡素化し，集約された監視機能を提供し，目標とするサービス・レベル
を満たすようにサーバの利用状況を改善します。

OpenVMS上のGlobal Workload Managerにより，あらかじめ定義されたビジネ
ス・ポリシーに基づき iCAPあるいは TiCAPのすべての機能が自動化できます。た
とえば，性能の目標を満たさない場合に， TiCAPを使用して追加のプロセッサを自
動的に有効にしたり，あるパーティションから利用権を動的に移動することができま
す。

前提条件
Global Workload Managerを使用するためには，OpenVMS管理のノード上で
gWLMエージェントが実行されていることが必要です。
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4
性能の強化

この章では，本バージョンにおける性能の強化に関する新機能について説明します。

4.1 RADサポート (Integrityのみ)

OpenVMS Version 8.4では，セルベースの Integrityサーバで RADをサポートし
ています。この機能により，セル・ローカル・メモリ (CLM)が構成されたセルベー
ス・システムの利点をOpenVMSで利用することができます。 CLMとインターリー
ブ・メモリ (ILM)の両方が構成されたシステムでは，OpenVMSはセル内の CLMか
らプロセス・メモリを割り当て，同じセル内の CPU上でプロセスを実行するように
スケジューリングします。あるセルの CPUが別のセルのメモリを参照する頻度が少
なくなるため，そのプロセスに対する全体的なメモリ・レイテンシと帯域幅は改善さ
れます。

前提条件
RADサポート機能を使用するためには， Partition Managerソフトウェアを使用
してオペレーティング・システム上で CLMが構成されていなければなりません。
Partition Managerにより，システム管理者はGUIを使用してHPのサーバ・シス
テムで nPartitionを構成および管理することができます。 Partition Managerは，
HP-UX，Microsoft Windows， Red Hat Enterprise Linux，および SUSE Linux
Enterprise Serverでサポートされます。このソフトウェアは，クライアント・シ
ステムのWebブラウザを通してユーザとやりとりします。クライアント・システム
は，サーバ・システムと同じでも別のワークステーションや PCでも構いません。
Partition ManagerはOpenVMS上では動作しません。詳細およびソフトウェアのダ
ウンロードについては，次のURLを参照してください。

http://docs.hp.com/en/PARMGR2/

推奨事項
OpenVMSでは CLMと ILMの両方を組み合わせてシステムを構成することをお勧め
します。最初は，各セルで 50%のメモリを CLMとして構成してください。最適な性
能を引き出すためには，ハードウェアのガイドラインに従って CLMと ILMの組み合
わせでシステムを構成してください。セルベース・システムでは，セルの数と ILM
の量は 2の累乗でなければなりません。

CLMが構成されたシステムのデフォルト設定では， RADサポートが有効な状態で
OpenVMSがブートします。 RAD_SUPPORTシステム・パラメータを 0に設定する
ことにより RADサポートを無効にすることができます。 RADサポートを無効にする
お勧めの方法は，システム上のすべてのメモリを ILMとして構成することです。
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Integrityシステム上に ILMと CLMの両方が存在する場合， ILMは追加 RADとし
て認識されます。システム上のすべての CPUは，メモリにアクセスする際の平均的
なメモリ・レイテンシーはどれも同じようなものなので，すべての CPUがこの RAD
に関連付けられます。 RADと ILMの両方を持つ Alphaハードウエアは存在しないた
め，この追加的な RADは Alphaでは認識されません。

たとえば，セル毎に 16 GBのメモリを持ち，セル毎に 8つのコアを持つ 2セルの
rx7640システムを例に考えてみます。このシステムでセル毎に 50%の CLMを構成
した場合，システムをブートするとOpenVMSは 3つの RADでシステムを構成しま
す。 RAD 0には最初のセルの CLMとコアが含まれます。 RAD 1には 2番目のセル
とコアが含まれます。 3つ目の RAD (RAD 2)には ILMとすべてのコアが含まれま
す。

3つの RADが存在しますが，プロセスはホーム RADとして最初の 2つの RADの
みに割り当てられます。コアが最初に現れる RADが，そのコアにとって最善のメモ
リ・アクセスを行なう RADです。$GETSYIシステム・サービスと F$GETSYIレキ
シカル関数は， RAD_CPUS項目コードに対してこれを列挙します。

オペレーティング・システムはシステム・ブート時に，共有されオペレーティング・
システム・データが割り当てられている RADからベース RADを割り当てます。オ
ペレーティング・システムが割り当てるベース RADは ILMを持つ RADです。こ
れは，すべての CPUがこのメモリに同じようにアクセスするためです。非ページン
グ・プールはベース RADから割り当てられます。デフォルトでは， RADごとの非ペ
ージング・プールは無効になっています。

デフォルトでは，グローバル・ページ・フォルトは，フォルトが発生した CPUの
RADではなくベース RADからのページで満足します。グローバル・セクションはす
べての RADで実行しているプロセスからアクセスできるため，ページは ILMを持つ
RADからアロケートされます。

RADサポートについての詳細は，『OpenVMS Alphaパーティショニングおよび
Galaxyガイド』を参照してください。

4.1.1 RADベース・システムのためのページのゼロ化 (Integrityおよび Alpha)

アイドル・ループ内では，将来必要となるゼロ・ページ・フォルトを満たすために
CPUは削除されたメモリ・ページをゼロ化することができます。 ZERO_LIST_HIシ
ステム・パラメータは，オペレーティング・システムがゼロの状態で維持しなけれ
ばならないゼロ・ページの最大数を指示します。複数の RADを持つシステムでは，
ZERO_LIST_HIは RADごとのゼロ・ページの最大数を指定します。
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4.1.2 SYS$EXAMPLES:RAD.COM (Integrityおよび Alpha)

SYS$EXAMPLES:RAD.COMコマンド・プロシージャは， F$GETSYI項目コードの
RAD_CPUSおよび RAD_MEMORYに関する RADの使用例を示します。このプロ
シージャは， Integrityサーバおよび Alphaシステムのための RAD構成をより簡潔
に表示するようにアップデートされています。

$ @SYS$EXAMPLES:RAD

Node: SYS123 Version: V8.4 System: HP rx7640 (1.60GHz/12.0MB)

RAD Memory (GB) CPUs
=== =========== ===============

0 3.99 0-7
1 3.99 8-15
2 7.99 0-15

上記の例では，各セルが 50%の CLMを持つように構成された 16 GBメモリ搭載の
rx7640システムでプロシージャが実行されています。各セルからの CLMの一部と
ILMメモリはコンソールに割り当てられるため，オペレーティング・システムが使用
することはできません。結果として，最初の 2つの RADは 4 GBに満たず， ILMを
持つ RADは 8 GBに達しません。

4.1.3 RADメモリの使用量 (Integrityおよび Alpha)

SDAコマンド SHOW PFN/RADを使用すると， RADごとのメモリ使用量を確認す
ることができます。このコマンドは， RADごとの空きページ数およびゼロページ数
を報告します。 SHOW PFN/RADコマンドを実行すると CPUが大々的に使用されま
す。このため， SHOW PFN/RADコマンドは， RADごとのメモリ使用量を確認した
い場合のみに使用してください。
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耐障害性およびクラスタ機能

この章では，OpenVMSの耐障害性およびクラスタに関する新機能について説明しま
す。

5.1 Cluster over IP

OpenVMS Version 8.4では， Cluster over IP機能が拡張されています。 Cluster
over IPは，単一の LANあるいは VLANセグメントを超えて業界標準のインターネ
ット・プロトコルを使用してクラスタを形成する機能を提供します。この機能により
耐障害性が向上します。

Cluster over IPを使用すると下記のことが可能になります。

• 異なる LANあるいは VLANセグメントにあるデータセンタのノード間でクラス
タを構築することができます。

• IPネットワークにより，地理的に分散した耐障害クラスタ環境を構築することが
できます。

• 総所有コストが改善できます。

下記の Cluster over IP機能が含まれます。

• SCS (System Communication Services)パケットに対し IEEE 802.3 LANに加え
てUDPプロトコルを使用する PEdriverをサポートします。

• UDP (User Datagram Protocol)を使用する PEDRIVERによって， SCSパケッ
トの信頼性の高い配信が可能です。

• IPのみの環境でノードを発見するための手段として IPマルチキャストおよびオプ
ションび IPユニキャストをサポートします。

• IPのみの環境でクラスタの構成を可能にするためにブート時に TCP/IP Services
のロードが可能です。

Cluster over IP機能を使用するためには，HP TCP/IP Services V5.7 for OpenVMS
が必要です。

注意

Cluster over IP機能は， IP Cluster Interconnect (IPCI)とも呼ばれます。
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詳細については『OpenVMS Cluster構成ガイド』および『OpenVMS Clusterシス
テム』参照してください。

5.2 Volume Shadowing for OpenVMSの拡張

ここでは，HP Volume Shadowing for OpenVMS Version 8.4の新機能について説明
します。これらの新機能の詳細については，『Volume Shadowing for OpenVMS説
明書』を参照してください。

5.2.1 6メンバのシャドウ・セットのサポート

これまでは 3メンバのシャドウ・セットをサポートしていましたが，OpenVMS
Version 8.4では最大 6メンバのシャドウ・セットをサポートします。この機能は，
マルチサイトの耐障害構成を狙ったものです。 3メンバのシャドウ・セットでは， 3
サイトの耐障害構成ではシャドウ・メンバを各サイトに 1つしか用意できません。こ
の場合， 2つのサイトで障害が発生すると，残りの 1つのサイトのメンバが単一障害
点となります。 6メンバのシャドウ・セットのサポートにより， 3つの各サイトでメ
ンバを 2つずつ用意することが可能で，高い可用性を提供できます。

5.2.2 HBMMのための新しい DISMOUNTキーワード

12のすべての書き込みビットマップをマルチユース・ビットマップとしてシャド
ウイングで使用することにより，単一のミニコピー・マスター・ビットマップの単
一障害点を取り除くきとができます。この機能を使用するために， SET SHADOW
/POLICYコマンドに新しいキーワードDISMOUNT=nが追加されています。

nには，メンバがDISMOUNT/POLICY=MINICOPYコマンドでシャドウ・セット
からディスマウントされた時にマルチユース・ビットマップに変換するHBMMビッ
トマップ数を指定します。

5.2.3 高速ミニコピーおよびミニマージ

シャドウ・ミニコピーとミニマージの性能の向上のために，書き込みビットマップに
設定されている次ビットを先読みする機能を使用するようシャドウイング機能が拡張
されています。

この機能を使用すると SHADOW_SERVERと SYS$SHDRIVERの間のQIO数が大
幅に減少し，ミニコピーとミニマージの処理がより高速になります。
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5.2.4 SET SHADOWの新しい修飾子

SET SHADOWコマンドに以下の新しいパラメータが追加されています。

/DISABLE=SPLIT_READ_LBNS - LBNの分割読み取りを無効にし，この結果，
読み取り処理は，同じ読み取りコストとデバイス・キュー長のソース・シャド
ウ・セット・メンバ間で交互に行なわれます。

/ENABLE=SPLIT_READ_LBNS -同じ読み取りコストのシャドウ・セット・メ
ンバが，同等のグループの論理ブロック・メンバになるように論理的に分割しま
す。仮想ユニットに対し読み取り操作が行なわれると，対応する LBNグループ・
ディスクから読み取られます。この機能により，コントローラの先読みキャッシ
ュの利用率が最大化されます。

/STALL=WRITES[=nnn] - nnnに，書き込み操作を引き延ばす秒数を指定しま
す。この修飾子は，書き込み処理を "nnn"に指定した秒数だけ引き延ばしたい場
合に便利です。 "nnn"に値が指定されていない場合は， SHADOW_MBR_TMO秒
経過後にロックが解放されます。デフォルトの秒数は SHADOW_MBR_TMOで
す。

/NOSTALL=WRITES[=nnn] -書き込み操作が同じシャドウ・セットで継続され
るように， nnn秒経過後，書き込みロックを解放します。

5.2.5 書き込みビットマップにおける性能の改善

書き込みビットマップ (WBM)は，シャドウイング・ミニマージおよミニコピーの操
作中にOpenVMSが使用する機能です。ディスク上のどのブロックに書き込みが行な
われたかについての情報が，クラスタ内の他のノードへ転送されます。本リリースで
は，以下の変更が行なわれています。

非同期的な SetBitメッセージ

マスタービットマップノードは 1つのシャドウセットに対して複数持つことができま
す。これまでは， SetBitメッセージは複数のマスタービットマップノードへ同期的
に送信されていました。つまり，最初のリモート・マスタービットマップノードから
SetBitメッセージに対する応答を受け取ると次のマスタービットマップノードへメッ
セージが送信され，すべてのリモート・マスタービットマップノードから応答を受け
取ると I/Oが再開されました。本バージョンでは， SetBitメッセージはすべてのマス
タービットマップノードへ非同期的に送信されます。そして，すべてのマスタービッ
トマップノードから応答を受け取ると I/O操作が再開されます。これにより，書き込
みビットマップのコードによる I/O操作の遅延が低減されています。

連続的な I/Oのための SetBitメッセージの減少

ディスクに対する連続的な書き込みが発生すると，リモート・ノードに連続的なビッ
トを設定するための Setbitメッセージの送信が発生します。本バージョンのWBMコ
ードは，ビットマップのより前の部分で多数のビットが既に設定されているのはどの
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あたりかを認識します。このシナリオでは，WBMのコードは，連続書き込みが続く
場合の Setbitメッセージの数が少なくて済むように追加ビットを設定します。連続的
な I/Oが続くと想定すると Setbitメッセージの数は 10の倍数で減少し，この結果，
連続書き込みの I/Oレートが改善されます。
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ストレージ・デバイスと I/Oのサポート

この章では，本リリースで新たにサポートされるストレージ・デバイスと I/Oコント
ローラについて説明します。

6.1 8 Gb Fibre Channel PCIeアダプタのサポート

1ポート 8 Gb Fibre Channelアダブタ (AH400A)および 2ポート 8 Gb Fibre
Channelアダプタ (AH401A)の PCI-Express (PCIe)のサポートが追加されていま
す。詳細は下記のURLを参照してください。

http://www.hp.com/products1/serverconnectivity/storagesnf2/8gbfibre/index.html

OpenVMSは，HP BladeSystem c-Class用の 2ポート 8 Gb Fibre Channelメザニ
ンカード (製品番号 451871-B21)もサポートします。

6.2 PCI Sound Card HP AD317A PCIのサポート

IntegrityサーバにおけるHP AD317A PCIサウンド・カードのサポートが制限付き
で追加されています。

6.3 OpenVMS V8.3-1H1のイニシャル・リリース後に追加サポートさ
れたストレージ・デバイスと I/Oコントローラ

以下に示すのは，OpenVMS V8.3-1H1がリリースされた後にOpenVMSでのサポー
トが追加されたストレージ・デバイスと I/Oコントローラです。 V8.3-1H1でのこれ
らのデバイスのサポートはパッチ・キットにより提供されていました。これらのすべ
てのデバイスはOpenVMS Version 8.4上で検証が実施され，本バージョンでもサポ
ートされます。

• HP Smart Array P700m

• HP Smart Array P411

• HP StorageWorks MDS600

• HP StorageWorks D2D Backup Systems

• HP StorageWorks Ultrium Tapeブレード

• HP StorageWorks Secure Key Manager (SKM)
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• MSL LTO4 Encryption Kit

• HP StorageWorks MSA2000fc Modular Smart Array (FC)

• HP StorageWorks MSA2000sa Modular Smart Array (SAS)

• 2xGigE LAN (Intel 82575), 1x10/100/1000 Management LAN

• EVA4400

• EVA6400/8400

• P2000 G3
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セキュリティ機能

この章では，OpenVMSオペレーティング・システムのセキュリティに関する新機能
について説明します。

7.1 HP SSL Version 1.4 for OpenVMSの機能

SSL (Secure Sockets Layer)は，機密情報をインターネットで安全に転送するための
標準に準拠したオープンなセキュリティ・プロトコルです。HP SSL Version 1.4は
OpenSSL 0.9.8hがベースになっており，OpenSSL.orgから提供されている最新のセ
キュリティ・アップデートも含まれています。 SSL V1.4には以下の新機能が追加さ
れています。

• PKCS-12ファイルのサポート

• CMSのサポート

• 新しい暗号 Camelliaのサポート

この新しい暗号には次の機能が含まれてます。

新しい暗号化アルゴリズム

128ビットのブロックサイズのサポート

128ビット， 192ビット，および 256ビットのキー長のサポート

RFC 3657， 3713， 4051，および 4132のサポート

• 韓国の対称 128ビット暗号 SEEDのサポート

• DTLS (Datagram Transport Layer Service)のサポート

• RSA PSS (Probabilistic Signature Scheme)暗号化のサポート

• ECC (Elliptical Curve Cryptography)のアップデート

• FIPS (Federal Information Processing Standards) 180-2アルゴリズム
SHA224， SHA256， SHA384，および SHA512のサポート

SSL V1.4には以下のセキュリティ・パッチが含まれています。

• CVE-2008-5077 - Incorrect checks for malformed signatures

• CVE-2009-0590 - ASN1 printing crash

• CVE-2009-0591 - Incorrect error checking during CMS verification

• CVE-2009-0789 - Invalid ASN1 clearing check
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• CVE-2009-3245 - bn_wexpand function call does not check for a NULL return
value

これらの機能の詳細については，『HP SSL Version 1.4 for OpenVMS Installation
Guide and Release Notes』を参照してください。

7.2 LDAPユーザのグローバル・マッピングおよびローカル・マッピ
ング

OpenVMS Version 8.3および Version 8.3-1H1では， ACME LDAPエージェントの
認証方法は各ユーザに対して 1対 1マッピングのみサポートしていました。

1対 1マッピングでは， LDAPサーバからOpenVMSシステムへログインするには，
一致するユーザ名が SYSUAF.DATファイルに存在することが必要でした。このた
め，ユーザは SYSUAF.DATファイルに保管されているユーザ名エントリと正確に一
致するユーザ名でログインする必要がありました。

OpenVMS Version 8.4以降では， LDAP ACMEエージェントにグローバル・マッピ
ングおよびローカル・マッピングの概念が適用されます。

グローバル・マッピングおよびローカル・マッピングを使用する場合，次のような動
作が適用されます。

• ユーザは，そのドメインで共通のユーザ名をログイン・プロンプトで入力するこ
とができます。

• ユーザ名は，ログイン時に SYSUAF.DATファイル内の別の名前にマッピングさ
れます。

• ログイン後のOpenVMSセッションは， SYSUAF.DATにあるその名前と特権を
使用します。

• SET PASSWORDコマンドはマッピングされているユーザであることを認識する
と共に，ディレクトリ・サーバに対するパスワード変更と同期を取ることができ
ます。

グローバル・マッピングでは，ユーザのログイン名はディレクトリ・サーバに保管さ
れているいくつかの属性をもとにマッピングされます。ローカル・マッピングでは，
LDAPユーザ名 (そのドメインにおけるそのユーザの名前)と SYSUAF.DATにおけ
る名前を.CSV形式で保管するのにテキスト・データベース・ファイルが使用されま
す。

グローバル・マッピングおよびローカル・マッピングを有効にする
には，以下の属性を LDAP INIファイルに追加する必要があります
(SYS$HELP:LDAPACME$README-STD.TXTを参照)。
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属性 説明

mapping そのマッピングがグローバルであるかローカルであるかを指
定します。次のいずれかのオプションを指定します。

• Server

• Local

以下に例を示します。

mapping=server
そのユーザに対してグローバル・マッピングが有効になって
いることを指定します。

mapping=local
そのユーザに対してローカル・マッピングが有効になってい
ることを指定します。

mapping指示文を使用していない場合，マッピングは 1対 1
になります。

mapping_attribute この指示文はグローバル・マッピングに対して適用されま
す。

ユーザ・マッピングに使用されているディレクトリ・サーバ
上の属性に対し，この指示文を設定します。

以下に例を示します。

mapping_attributeを次のように使用して，ディレクト
リ・サーバのユーザに対して descriptionフィールドを参照
させることができます。

mapping_attribute=description
ディレクトリ・サーバ上にマッピングのための属性を新しく
作成することもできます。この場合，属性は IA5多値文字列
でなければなりません。

mapping_target この指示文は，グローバル・マッピングに対して適用
されます。mapping_targetは，ディレクトリ・サーバ
のmapping_attributeフィールドの値で検索されます。
以下に例を示します。

LDAP INIファイルが次の属性を持っていると仮定します。

mapping_attribute=description
mapping_target= VMSUsers.hp.com
ディレクトリ・サーバの "description"属性が
VMSUsers.hp.com/jdoeで存在すると仮定します。

ACME LDAPエージェントは "VMSUsers.hp.com/jdoe"で
検索を行い， "VMSUsers.hp.com/"の部分を探します
(mapping_targetの前にはスラッシュ (/)が付きます)。
値の残りの部分 "jdoe"は， SYSUAF.DATファイルにあるユ
ーザ名として認識されます。

多値文字列属性が使用される場合， "VMSUsers.hp.com
/jdoe"は多値文字列の配列要素の 1つでなければなりませ
ん。
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属性 説明

mapping_file この指示文はローカル・マッピングに対して適用されます。
マッピング・ユーザを検索するテキスト・データベース・フ
ァイルのパス指定は，この属性で終わります。

テンプレート・ファイルは SYS$STARTUP:LDAP_
LOCALUSER_DATABASE.TXT_TEMPLATEに存在し
ます。このファイルには LDAPユーザ名と VMSユーザ名を
コンマで区切って記述します。 LDAPユーザは，そのドメ
インにおけるユーザの名前です (ログイン時にユーザ名プロ
ンプトで入力する名前です)。

データベース・ファイルの内容を周知させロードする方
法については， SYS$STARTUP:LDAP_LOCALUSER_
DATABASE.TXT_TEMPLATEを参照してください。

グローバル・マッピングの例
John Doeと Joe Hardyの 2人の属性が Activeディレクトリのユーザ・プロファイル
に次にように指定されているとします。

DN: cn=john doe,...
samaccountname: John Doe

description: VMSUsers.hp.com/jdoe

DN: cn=jhardy,...
samaccountname: jhardy

description: VMSUsers.hp.com/jhardy

SYSUAF.DATファイルでは，ユーザ名は "jdoe"および "jhardy"です。

グローバル・マッピングは次のように行います。

1. SYS$STARTUP:LDAPACME$CONFIG-STD.INIファイルの属性を他の必須属性
と共にアップデートします。

mapping = server
mapping_attribute = description
mapping_target = VMSusers.hp.com

2. ACMEサーバを再起動します。

SET SERVER ACME/RESTART

3. ユーザ名 "John Doe"に対しログイン名 "John Doe"を使用してホスト・システムに
ログインします。 (この名前には途中にスペースが含まれるため，ユーザ名プロン
プトでは名前を引用符で囲む必要があります。)

4. 他のユーザに対しては，ログイン名 jhardyを使用してホスト・システムにログイ
ンします。
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ローカル・マッピングの例
ユーザ John Doeおよび Joe Hardyの 2人の属性が Activeディレクトリのユーザ・
プロファイルに次にように指定されているとします。

DN: cn=john doe,...
samaccountname: John Doe

DN: cn=jhardy,...
samaccountname: jhardy

1. OpenVMSシステム上で SYS$STARTUP:LDAP_LOCALUSER_
DATABASE.TXT_TEMPLATEをコピーして SYS$STARTUP:LDAP_
LOCALUSER_DATABASE.TXTの名前でファイルを作成します。

2. SYS$STARTUP:LDAP_LOCALUSER_DATABASE.TXTを編集して LDAPユー
ザ名と VMSユーザ名をコンマで区切って記述します。 LDAPユーザ名にスペー
ス，コンマ，あるいは感嘆符などの特殊文字が含まれている場合は引用符で囲み
ます。以下に例を示します。
"JOHN DOE",JDOE
JHARDY,JHARDY

3. 次のように SYS$STARTUP:LDAPACME$CONFIG-STD.INIファイルの属性を
その他の必須属性と共に変更します。

mapping = local
mapping_file = SYS$COMMON:[SYS$STARTUP]LDAP_LOCALUSER_DATABASE.TXT

4. 以下のいずれかの方法で新しいデータベース・ファイルをロードします。

• ACMEサーバを再起動します:

$ SET SERVER ACME/RESTART

• LDAP_LOAD_LOCALUSER_DATABASE.EXEを使用します。

$ load_localuser_db:=="$SYS$SYSTEM:LDAP_LOAD_LOCALUSER_DATABASE.EXE"
$ load_localuser_db SYS$COMMON:[SYS$STARTUP]LDAP_LOCALUSER_DATABASE.TXT

5. ログイン "John Doe"および jhardyを使用してホスト・システムにログインしま
す。

7.2.1 制限事項

• マップされたユーザに対しては SSHログインはサポートされていません。

• DECnet COPYなどのDECnet操作を行う場合は， SYSUAF.DATファイルに存
在するユーザ名とパスワードを使用する必要があります。

• 以下のような場合は "SYSTEM"アカウントはマップされません。

ユーザ名プロンプトでユーザが "SYSTEM"と入力した場合，そのユーザは
SYSUAF.DATの "SYSTEM"アカウントにのみマップされます。
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いずれかのユーザを SYSTEMにマッピングした場合，たとえば "johnd"が
SYSUAF.DATの "SYSTEM"アカウントにマッピングされた場合，実際にはこ
のマッピングは実行されずユーザはログイン・プロンプトで操作エラーに遭遇
することになります。
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システム管理機能

この章では，システム管理に関する新機能，変更点，機能拡張について説明します。

8.1 HP SIMによるプロビジョニング機能の拡張

HP SIMを使用したOpenVMSのプロビジョニングでは，次の新機能を提供します。

• OpenVMS Version 8.4の展開

• OpenVMS TCP/IPの構成

8.1.1 OpenVMS Version 8.4の展開

プロビジョニング機能が拡張され，HP SIMから Integrityサーバ上でのOpenVMS
Version 8.4の展開が可能になっています。プロビジョニング機能により，
InfoServerあるいは vMediaを使用したOpenVMS Version 8.4のインストール
あるいはOpenVMS Version 8.4へのアップグレードが可能になります。詳細につい
ては『HP OpenVMSインストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

8.1.2 OpenVMS TCP/IPの構成

プロビジョニング機能が拡張され，HP SIMから Integrityサーバ上でのHP TCP/IP
Services for OpenVMSの構成が可能になっています。プロビジョニング機能によ
り，同時に最大 8つのOpenVMS Integrityサーバで， TCP/IPのコア環境の構成と
クライアントおよびサーバ構成要素の構成が可能になっています。OpenVMSサーバ
は，静的な IPアドレス設定でもDHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)ク
ライアントとしても構成可能です。詳細については『HP OpenVMSインストレーシ
ョン・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

8.2 WBEM Providers for OpenVMS Version 8.4

OpenVMS Version 8.4では，以下の IntegrityサーバでWBEM Providersソフトウ
ェアをサポートします。

• Integrity Bladeサーバ： BL860cおよび BL870c

• セルベースでない Integrityサーバ・システム： rx1620， rx2600， rx3600，
rx4640，および rx6600
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• セルベースの Integrityサーバ・システム： Superdomes， rx7620， rx8620，お
よび rx8640

8.3 vKVM機能 (Integrityのみ)

OpenVMS Version 8.4では， iLOをサポートする Integrityサーバあるいは
BladeSystemによって提供される iLO (Integrated Lights Out) Integrated Remote
Console機能のサポートが追加されています。この機能により，仮想的なキーボー
ド，ビデオ，マウス，すなわち vKVMがサポートされます。

Integrated Remote Console機能により，内蔵グラフィックス・チップからの表示を
Integrityサーバ・システムの iLOファームウェアに接続されたリモートWebブラ
ウザで参照することが可能です。そのコンピュータのマウスおよびキーボードが，
IntegrityサーバのUSBデバイスと同様に使用されます。この結果，リモート・ユー
ザは，まるでローカル・システムのキーボード，ビデオ，およびマウスを使用してロ
ーカル・システムと対話しているかのように，リモートの Integrityサーバと対話す
ることができます。

iLO Integrated Remote Consoleウィンドウでは，テキスト・ベースの VGAコン
ソールとDECwindows表示が利用できます。 iLOファームウェアの仕様により，
DECwindows表示に使用される最も高密度な解像度は 1024x768 (OpenVMSのデフ
ォルト)です。

iLO Integrated Consoleファームウェアは，画面の変更をネットワーク越しに圧縮イ
メージでWebブラウザへ送信します。このため，性能と反応性に制約があります。
この性能に関する制約があるため，グラフィック要素の大きなDECwindowsの使用
はお勧めしません。

ローカルのキーボード，ビデオ，マウスとリモートの Integrated Remote Console機
能は，同時に使用することができます。

vKVMにより，OpenVMS上のソフトウェアに iLO Integrated Remote Consoleの
機能を越える以下のような機能が追加されます。

• キーボードとマウスが接続されていなくてもDECwindowsを起動することができ
ます。 15秒のカウントダウンでUSBキーボードとマウスが構成されるのを待つ
必要はありません。

• 任意のタイミングでキーボードやマウスを動的に取り外したり接続したりするこ
とが可能で，これらのデバイスは DECwindowsやOpenVMS VGAコンソールで
機能し続けます。

• 複数のキーボードおよびマウスを接続することができ，それらをOpenVMS VGA
コンソールの 1つのDECwindowsセッションで同時に使用することができます。
たとえば，補助的なUSBキーボードを標準のキーボードや，タッチパッド，マウ
スと共に使用することができます。
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注意

Motifがインストールされている場合，キーボード，マウス，あるい
はモニタが接続されていなくても，内蔵型グラフィック・チップを
持つシステムで DECwindowsが起動します (このグラフィックス・
チップは Integrityサーバの管理プロセッサと統合されています)。
SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMを編集することで DECwindowsを
無効にできます。 DECW$IGNORE_DECWINDOWSのシンボル定義を TRUE
に設定するには，コメントを外す必要がありま。

vKVMを有効にするために， IMX0， IKX0，KBX0，およびMOX0などのいくつか
の擬似デバイスが作成されます。

8.4 CPU Component Indictment -プロセッサの動的な回復

OpenVMS Version 8.4では， Integrityサーバ上で CPU Component Indictment -
Dynamic Processor Resilience (DPR)をサポートします。この機能は， Alphaプロ
セッサに対してはOpenVMS Version 7.3-2で導入されています。コンポーネント・
インダイトゥメント処理は，HP Web-Based Enterprise Services (WEBES)と連動
して機能します。

Alphaで利用できる既存機能に加え， Integrityサーバ・システムでは次の機能がサ
ポートされます。

• インダイトゥメント機能で検出されたプロセッサは構成から外すことができ，シ
ステム・ブート時には起動されません。

• スペアの iCAP CPUを利用できる場合は，インダイトゥメント機能で検出された
プロセッサの代わりにこれが自動的に開始されます。

DPRのサポートおよび使用方法については，WEBESおよび iCAPのドキュメント
を参照してください。

8.4.1 インダイトゥメント・サーバの有効化および無効化

SYS$MANAGER:SYS$INDICTMENT_POLICY.COMにより，システム管理者はイ
ンダイトゥメント・サーバおよびインダイトゥメント・メカニズムの有効/無効を切り
替えることができます。インダイトゥメント・メカニズムは，検出した CPUをオペ
レーティング・システムが停止させる操作を有効あるいは無効にするためのポリシー
です。デフォルトでは，インダイトゥメント・サーバが起動されてもインダイトゥメ
ント・メカニズムは無効になっています。システム管理者は SYS$INDICTMENT_
POLICY.COMを手動で変更してこの機能を有効にする必要があります。この際，シ
ステムのリブートが必要です。
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8.4.2 インダイトゥメント機能で検出された CPUの状態表示

OpenVMS Version 8.4では，インダイトゥメント機能で検出された CPUの状態を表
示するための新しい CPU状態文字列が追加されています。インダイトゥメント機能
で検出された CPUに対して SHOW CPU/FULLを実行すると，この新しい CPU状
態が "DEALLOCATED"として表示されます。

8.5 Power Management (Integrityのみ)

OpenVMSでは， V8.2-1以降， SYSGENパラメータ CPU_POWER_MGMTおよ
び CPU_POWER_THRSHを使用した，アイドル時の省電力機能をサポートしてい
ます。OpenVMS V8.4では，OpenVMS電力管理機能で Intel Itaniumプロセッサ
9100シリーズ以降の CPUで提供されるプロセッサ p-statesをサポートしており，
CPUがアイドル状態でない間も電力の使用を減らすことができます。また，新たな
ユーザ・インタフェースおよびプログラミング・インタフェースのサポートも追加さ
れています。OpenVMS V8.4では，いくつかのプラットフォームで， iLOコンソー
ルおよび Insight Power Manager (IPM)ソフトウェアからの電源管理インタフェー
スをサポートしています。新しいシステム・サービス$POWER_CONTROLがすべて
の Integrityサーバでサポートされています。新しいシステム・サービスの詳細につ
いては，『OpenVMS System Services Reference Manual』を参照してください。

OpenVMS V8.4の電源管理機能は， IPMをサポートしないプラットフォームでもこ
れまでどおり使用できます。動作はこれまでどおりですが，アイドル状態での省電力
アルゴリズムの性能が向上しています。また，アイドル状態の省電力を有効にするた
めに， CPU_POWER_MGMTパラメータのデフォルト値が 0から 1に変更されてい
ます。

iLOをサポートするプラットフォームの場合，ファームウェアのデフォルト設定は動
的省電力で，OpenVMSではアイドル状態の省電力アルゴリズムに相当します。

Integrityサーバ上のすべてのオペレーティング・システムの標準の動作では， iLO
または IPM電源インタフェースがある場合は，そのインタフェースが他のオペレー
ティング・システムのインタフェースよりも優先されます。OpenVMSシステムで
は， CPU_POWER_MGMTおよび$POWER_CONTROLよりも iLOまたは IPMイ
ンタフェースが優先します。

OpenVMSゲスト・システムでは低電力モードがデフォルトで，この動作は変更でき
ません。

表 8–1に示すのは， iLOあるいは IPMインタフェースで設定可能な省電力値です。
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表 8–1 iLOあるいは IPMの省電力機能

電力モード 説明 OpenVMSの実装

静的高性能 性能に関して譲歩できない場合，オペ
レーティング・システムは省電力機能
を使用しません。

省電力機能は使用されません。

静的低電力 性能に関する不利益があっても，オペ
レーティング・システムは利用可能な
省電力機能を使用します。

静的低電力機能をサポートする
CPUでは，常に最も低い p-state
に切り替えます。また，すべての
CPUでアイドル省電力機能を使
用します。

動的省電力 オペレーティング・システムは，性能
の低下は最小限に抑えながら，電力を
節約するために動的により低い電力モ
ードを使用します。

アイドル省電力を使用します。

OS制御 省電力モードは OSのメカニズムで制
御されます。

$POWER_CONTROLシステ
ム・サービスおよび$CPU_
POWER_MGMT SYSGENパラ
メータを有効にします。

8.6 新しいシステム・パラメータ

本リリースでは，次のシステム・パラメータが追加されています。

• NISCS_UDP_PKTSZ -システム管理者は，ネットワーク通信パスで IP経由のク
ラスタ通信に使用されるパケット・サイズを変更することができます。

• NISCS_USE_UDP -このパラメータを設定すると Cluster over IP機能が有効に
なります。 PEDRIVERは， IEEE 802. 3に加えてUDPプロトコルをクラスタ
通信に使用します。

• PAGED_LAL_SIZE -ページング動的プールのルックアサイド・リストに使用す
る最大サイズをバイト数で設定します。このルックアサイド・リストを使用する
と，ページング動的プールの可変フリーリストの断片化を低減し，ページング・
プールの割り当てと解除の性能を向上させることができます。

デフォルトでは PAGED_LAL_SIZEは 0に設定され，ページング動的プールのル
ックアサイド・リストの使用は無効になっています。

ページング・プールの可変フリーリストの断片化が発生した環境に対しては，ペ
ージング・プール性能を改善し，断片化を軽減するには PAGED_LAL_SIZEは
512程度が適切です。このパラメータの値を大きくした後，サイズを小さくする
と，このパラメータの値を再度大きくするかページング・プール不足のためにル
ックアサイド・リストが再要求されるまで，一部のページング・プール・パケッ
トが未使用のまま残る場合があります。ページング動的プールのルックアサイ
ド・リストは，利用可能なページング・プールの 4分の 3以上は占有しません。

• ZERO_LIST_HI -ゼロ・ページのリストで提供されるゼロ・ページの最大数で
す。このリストはすべてゼロのページのキャッシュとして使用され，このような
ページを割り当てることで性能の向上を図ります。
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複数の RADを持つシステムでは，このパラメータは RADごとのページ・カウン
トになります。 ZERO_LIST_HIは， AUTOGENおよびDYNAMICの属性を持
ちます。

8.7 HP System Analysis Toolsの拡張

OpenVMS Version 8.4で提供する System Analysis Toolsユーティリティでは以下の
新機能をサポートします。

8.7.1 部分ダンプ・コピーのサポート

SDAに部分ダンプ・コピーの機能が追加されています。システム・クラッシュの原因
を調査する際，ほとんどの場合はダンプのごく一部のみを必要とします。この機能を
使用すると，選択的にダンプを編成することができます。システム管理者は完全なダ
ンプをローカル・システムに保存しますが，ダンプのキー・セクションのみをネット
ワーク経由でHPサポートへコピーします。これにより，ダンプをコピーするのに要
する時間を大幅に減らすことができます。

コピーされなかったダンプ・セクションの情報が必要な場合は，保存されているロー
カル・コピーから取り出して別途提出できます。 ANALYZE /CRASH_DUMPコマン
ドは，同じクラッシュから複数の入力ファイルを受け取ることができ，それらを単一
のダンプとして扱うことができるようになりました。

キー・プロセスおよびキー・グローバル・ページについての説明およびシステムダン
プの選択的な編成についての説明は，『システム管理者マニュアル (下巻)』を参照し
てください。

例
最初に部分ダンプ・コピーを作成し，追加でセクションを取り出す場合，次のような
手順で行ないます。

1. 完全なダンプを保存します。

$ ANALYZE/CRASH SYS$SYSTEM:SYSDUMP.DMP

OpenVMS system dump analyzer
...analyzing an I64 compressed selective memory dump...

Dump taken on 22-SEP-2009 18:17:17.99 using version 8.4
SSRVEXCEPT, Unexpected system service exception

SDA> COPY SSRVEXCEPT.DMP
SDA> EXIT

2. ダンプのキー・セクションのみの部分コピーを作成します。
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$ ANALYZE/CRASH SSRVEXCEPT

OpenVMS system dump analyzer
...analyzing an I64 compressed selective memory dump...

Dump taken on 22-SEP-2009 18:17:17.99 using version 8.4
SSRVEXCEPT, Unexpected system service exception

SDA> COPY/PARTIAL=KEY SSRVKEY
SDA> EXIT

3. キー・セクションのみを含むコピー出力を分析のためにHPへ提供します。

$ ANALYZE/CRASH SSRVKEY

OpenVMS system dump analyzer
...analyzing an I64 compressed selective memory dump...

Dump taken on 22-SEP-2009 18:17:17.99 using version 8.4
SSRVEXCEPT, Unexpected system service exception

SDA> SHOW CRASH
SDA> ! etc.

4. HPの分析の結果，部分ダンプ・コピーには含まれていない CLUSTER_SERVER
プロセスの情報が必要なことが判明したため，保存されている完全コピーからこ
のプロセスの情報を抽出します。

$ ANALYZE/CRASH SSRVEXCEPT

OpenVMS system dump analyzer
...analyzing an I64 compressed selective memory dump...

Dump taken on 22-SEP-2009 18:17:17.99 using version 8.4
SSRVEXCEPT, Unexpected system service exception

SDA> COPY/PARTIAL=PROCESS=NAME=CLUSTER_SERVER SSRVCSP
SDA> EXIT

5. このコピー出力を分析のためにHPへ提供します。

$ ANALYZE/CRASH SSRVKEY,SSRVCSP

OpenVMS system dump analyzer
...analyzing an I64 compressed selective memory dump...

Dump taken on 22-SEP-2009 18:17:17.99 using version 8.4
SSRVEXCEPT, Unexpected system service exception

SDA> SHOW PROCESS CLUSTER_SERVER
SDA> ! etc.

注意:この手順では，入力ファイルは SSRV*では指定できません。 SSRV*を指定する
と SSRVKEYの前に SSRVCSPがオープンされます。

8.7.1.1 部分ダンプ・コピーの修飾子

SDA COPYコマンドに新しい修飾子/PARTIALおよび/CONFIRMが追加されていま
す。
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/PARTIAL = (section[,...])

/PARTIAL修飾子は，コピーするダンプのセクションを指定するのに使用されます。
複数のセクションを指定する場合は，コンマで区切る必要があります。少なくとも 1
つのセクションを指定する必要があります。セクションを 1つだけ指定する場合，丸
括弧は省略できます。表 8–2に，コピー可能なダンプのセクションを示します。

表 8–2 ダンプ・セクション

PT システム・ページ・テーブル・スペース

S0S1 32-bitシステム・スペース

S2 64-bitシステム・スペース

REPLICATED_SYS 複製システム・スペース (RADが有効な Alphaシステムのみに適用)

PROCESS=option 1つあるいは複数のプロセスのためのプロセス・スペース。以下のオプ
ションが用意されています。

• ALL -すべてのプロセス (デフォルト)

• KEY -すべてのキー・プロセス

• OTHER -キー・プロセスを除くその他のすべてのプロセス

• NAME=(list) -指定した特定のプロセス

GLOBAL=option グローバル・ページ。以下のオプションが用意されています。

• ALL -プロセスによりマップされたすべてのグローバル・ページ
(デフォルト)

• KEY -キー・プロセスによりマップされたすべてのグローバル・ペ
ージ

• OTHER -プロセスによりマップされたその他のすべての (キーでな
い)グローバル・ページ

KEY 下記に相当:
PT, S0S1, S2, REPLICATED_SYS, PROCESS = KEY, GLOBAL =
KEY

OTHER 下記に相当:
PROCESS = OTHER, GLOBAL = OTHER

SYSTEM 下記に相当:
PT, S0S1, S2, REPLICATED_SYS

/PARTIAL=PROCESS=NAME=(list)は次のように指定します。

複数のプロセス名はコンマで区切ります。指定するプロセス名が 1つだけの場
合，丸括弧は省略できます。

プロセス名にワイルドカード "%"および "*"を含めることができます。

指定した名前とダンプ時の実際のプロセス名の比較の際，大文字小文字の違いと
末尾のスペースおよびタブは無視されます。
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プロセス名に ","や "/"などの文字を含めることができます。指定する名前にこれら
の特殊文字を含める場合，プロセス名を引用符で囲むか，文字の代わりにワイル
ドカード "%"を使用することができます。

/CONFIRM

/PARTIAL=PROCESS=option，/PARTIAL=KEY，あるいは/PARTIAL=OTHERと
共に/CONFIRM修飾子を使用すると，すべてのプロセスをコピーする代わりに，特
定のプロセスを選択してコピーすることができます。コピー候補の各プロセスに関し
て，次のようなプロンプトが表示されます。

Copy process "SWAPPER"? (Y/[N]/A/Q):

YESと応答すると，そのプロセスがコピーに含まれます。
NOと応答すると，そのプロセスはコピーから除外されます。デフォルトの応答は
NOです。
ALLと応答すると，そのプロセスと残りのすべてのプロセスがコピーに含まれます。
QUITと応答すると，そのプロセスと残りのすべてのプロセスをコピーから除外する
ことができます。

8.7.1.2 /FILEの DUMPキーワード

SHOW SDA DUMPコマンドの/FILE修飾子のDUMPキーワードで，値を指定でき
るようになりました。この値は，ダンプを作成するファイルをオープンする際に，
SDAによって割り当てられるファイル番号です。ファイルは昇順で 1から番号が付け
られます。値が存在しない場合，デフォルトのファイルは 1です。

8.7.1.3 DCL ANALYZE /CRASH_DUMPコマンド

DCL ANALYZE/CRASH_DUMPコマンドに，次のような変更が加えられています。

• 新しい修飾子/LOGを指定すると， SDAの初期化時にオープンしたファイル
の名前を表示します。これは， READなどの SDA内のコマンドの動作には影
響を与えませんが， SDA起動時にファイルのみがオープンされます。/LOGは
ANALYZE/SYSTEMでも使用できます。

• ANALYZE/CRASHのファイル名パラメータで，コンマで区切ったファイル・リ
ストあるいはワイルドカードを使用することができます。一致するファイルは，
指定された順番でオープンされます。なお，以下のような制限事項が適用されま
す。

システム・ページ・テーブル (セクション PT)を含むファイルは，最初にオー
プンされなければなりません。これはプライマリ・ダンプ・ファイルで，通常
このファイルにはその他のセクションも含まれます (たとえばすべてのKEYセ
クション)。

ファイル名指定にワイルドカードを使用した場合，そのワイルドカードで一致
する最初のファイルはプライマリ・ダンプ・ファイルでなければなりません。

指定したすべてのファイルは，同じオリジナル・クラッシュ・ダンプの一部で
なければなりません。
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複数の入力ファイルでそのダンプのいずれかのセクションが見つかった場合，
SDAは警告を出しますが処理は継続されます。

ファイルあるいはアンワインド・データ・コレクションが別のファイルにある
場合，一時ダンプ・ファイルと同じ名前にファイル・タイプは.COLLECTの
ファイルか，あるいは/COLLECTION修飾子で指定した名前でなければなり
ません。

指定されるファイルは，すべて圧縮形式かすべて非圧縮形式のどちらかでなけ
ればなりません。両方を含めることはできません。

8.7.1.4 部分ダンプ・コピーに関するその他の注意事項

• 部分ダンプ・コピーは (圧縮形式および非圧縮形式のどちらも)選択的システム・
ダンプでのみ使用できます。完全システム・ダンプあるいはプロセス・ダンプで
は使用できません。

• 選択的システム・ダンプでは，プロセスはプロセス・ページ・テーブル・スペー
スとプロセス・メモリの 2つのセクションにダンプされます。プロセスが COPY
/PARTIALの一部としてコピーされている場合， 2つのセクションは常に一緒に
コピーされます。

• RADが有効な Alphaシステムからの選択的システム・ダンプの場合，ベース
RAD以外に各 RADに関する複製システム・スペース・セクションが存在しま
す。複製されたシステム・スペースが COPY /PARTIALの一部としてコピーされ
た場合，すべての複製されたシステム・スペース・セクションは常に一緒にコピ
ーされます。

• /PARTIAL修飾子は，/COMPRESSあるいは/DECOMPRESSと組み合わせて使
用することはできません。この場合は， COPYコマンドを別々に実行する必要が
あり， SDAを終了して中間コピーで再起動する必要があります。

8.7.2 索引ページの切捨て

SET OUTPUTコマンドで生成される索引ページは，ページがフルの場合に切捨てら
れずにそれにリンクする別のページが作成されるようになりました。

OpenVMSの以前のリリースでは， SDA出力ファイルの索引ページは最大 45ページ
の見出しを持つことができ，各見出しの文字数は最大 64文字でした。それより長い
ページは切捨てられ，それ以上は索引に記録されませんでした。

OpenVMS Version 8.4では次のような変更が行なわれています。

• 索引ページがフルの場合，新しいページが作成され，そのページ番号が最初の索
引ページに記録されます。

• 索引ページに前後の索引ページのページ番号が記録されるようになりました。

• 各索引ページのページ見出し番号が 51に増えています。
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• 索引のページ見出しの切捨てを制限するために，各見出しの最大長が 100文字に
増えています。

8.7.3 SHOW_PFN_DATAコマンド:新しい修飾子

SDAの SHOW PFN_DATAコマンドに新しい修飾子/SUMMARY [=keyword]が追加
されています。 SHOW PFN_DATA /SUMMARYコマンドは，システム上のすべて
のページを 1ページに要約した出力を作成します。使用できるオプション・キーワー
ドは ALL， PROCESS，GLOBAL，および RADです。

ALLが指定された場合，他のキーワードは無効です。その他のオプション・キーワー
ドは，コンマで区切り，丸括弧で囲むことによって組み合わせて使用できます。

PROCESSキーワードを指定すると， SDAは以下の追加リストを生成します。

• システム上のすべてのプロセスのアクティブ・ページを詳細表示したリスト

• たとえば修正されたリスト上のページなど，アクティブでないページを含むすべ
てのプロセスのリスト

GLOBALキーワードを指定すると， SDAは，ページがアクティブでフリーリストあ
るいは修正リストにあるインメモリ・ページの各グローバル・セクションを詳細表示
した追加リストを生成します。

RADキーワードを指定すると，そのシステムで RADが有効であれば， SDAは，各
RADに関して RADのすべてのページを場所とタイプでソートして詳細表示した追加
リストを生成します。

ALLキーワードを指定すると， SDAは PROCESS，GLOBAL，および RAD (シス
テムで RADが有効な場合)のそれぞれに関する要約を生成します。

例:

SDA> SHOW PFN /SUMMARY = (PROCESS, GLOBAL)

8.7.4 /RING_BUFFER[=n]に対するオプションのフィルタ・アドレス

SDAの SHOW POOL /RING_BUFFERおよび SHOW PROCESS /POOL /RING_
BUFFERコマンドを実行する際，/RING_BUFFER修飾子でオプションのアドレス
表現を使用することができます。オプションのアドレスが指定されている場合， SDA
は指定されたアドレスを含むプール・パケットのリング・バッファ・エントリのみを
表示します。

SHOW PROCESS /POOLに対して/RING_BUFFER=addressを使用すると，暗黙
に/RING_BUFFER=ALLの表示 (すなわち，一致するアロケーションおよびデアロケ
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ーションを含め，そのアドレスを含むパケットのすべてのエントリを表示)という動
作を制限することになります。

例:

SDA> SHOW POOL /RING_BUFFER = 83A01234

8.7.5 SHOW SYMBOLコマンド:新しい修飾子

SDAの SHOW SYMBOLコマンドに新しい修飾子/BASE_ADDRESS=nが追加され
ています。この修飾子を指定していない場合， SDAはシンボルの値を表示し，その
値が分析を行なっているシステムあるいはダンプで有効なアドレスであれば，そのア
ドレスの内容を表示します。/BASE_ADDRESS=n修飾子を指定した場合シンボルの
値に nの値が追加され， SDAはその結果のアドレスが有効な値であれば内容を表示
します。

例:

SDA> SHOW SYMBOL CPU*BC* /BASE = CPUDB

8.7.6 SHOW ACPI /NAMESPACEおよび SHOW ACPI /TABLESコマンド

ACPIデータ構造を表示するための新しいコマンド SHOW ACPI /TABLESおよ
び SHOW ACPI /NAMESPACEが SDAに追加されています。/TABLESあるは
/NAMESPACEのどちらかを指定する必要がありますが，両方の修飾子は指定できま
せん。デフォルトでは，このコマンドは ACPIテーブルあるいはネームスペースの要
約を表示します。これらのコマンドは，オプションの修飾子およびパラメータを指定
して使用することもできます。

SHOW ACPI /TABLES nameを実行すると，指定したテーブルの詳細が表示されま
す。同じ名前で複数の ACPIテーブルが表示される場合，それらのテーブルすべてに
関して詳細が表示されます。

SHOW ACPI /NAMESPACE nameを実行すると，指定した名前を持つすべてのネー
ムスペース・エントリに関する要約情報が表示されます。

これらのコマンドでは以下の修飾子が使用できます。

• /ALL -要約でなく各項目の詳細表示を出力します。

• /ADDRESS -指定したアドレスにある項目の詳細表示を出力します。/TABLESの
場合は物理アドレスです。/NAMESPACEの場合は仮想アドレスです。各項目の
アドレスは，要約表示で確認できます。
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• /CHILDREN (/NAMESPACEが指定され，さらに名前とアドレスが指定されあて
いる場いのみ有効) -指定したエントリの子エントリとなるすべてのネームスペー
ス・エントリの要約を表示します。/CHILDRENと/ALLを組み合わせて，エント
リの詳細を確認することもできます。

例:

SDA> SHOW ACPI /TABLES XSDT
SDA> SHOW ACPI /NAMESPACE _HID
SDA> SHOW ACPI /NAMESPACE CPU0 /CHILDREN

8.7.7 SHOW SPINLOCKSコマンド:新しい修飾子

SDAの SHOW SPINLOCKSコマンドに 2つの新しい修飾子/DEVICEおよび
/MISCELLANEOUSが追加されています。

/DEVICE修飾子を指定すると， SDAはダイナミック・スピンロックの一部であるデ
バイス・スピンロックを表示します。

/MISCELLANEOUS修飾子を指定すると， SDAはメールボックスあるいは PCBス
ピンロックなどの既存の分類に含まれないすべてのスピンロックを表示します。雑ス
ピンロックとしては， XFC， PEDRIVER， TCP/IP，あるいはその他の種々のスピ
ンロックが含まれ，これらはシステムごとに異なります。

なお，/DYNAMIC修飾子に変更はありませんが，/DYNAMIC修飾子を指定した場
合， SDAはデバイス，ポート，メールボックス， PCB，キャッシュ PCB，プロセス
共有 (pthreads)のスピンロック，およびその他の種々のスピンロックなど，すべての
ダイナミック・スピンロックを表示します。

8.7.8 SHOW RESOURCE /CONTENTIONコマンド:新しい修飾子

SDAの SHOW RESOURCE /CONTENTIONコマンドに新しい修飾子/FULLが追
加されています。/FULLを指定すると，各リソース関する詳しい情報が出力されま
す。/FULLが指定されていない場合，デフォルト表示として， 1行のリソースの要約
とそのリソースに関係する各ロックに関する行が表示されます。/FULL修飾子は，
SHOW RESOURCE /CONTENTIONおよび SHOW RESOURCE /CONTENTION
= ALLのどちらと一緒にも使用できます。

8.7.9 SET CPUおよび SHOW CPUコマンド:新しい修飾子

SDA SET CPUおよび SHOW CPUコマンドに，プライマリ CPUの設定および表示
のための新しい修飾子/PRIMARYが追加されています。
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8.7.10 SHOW RADコマンド:新しい修飾子 (Integrityのみ)

Integrityサーバ・システムで， SDAコマンドの SHOW RADに新しい修飾子
/PXMLが追加されています。 SHOW RAD/PXMLコマンドは，近接データベースを
表示します。近接データベースには， ACPIテーブルから取得した情報が含まれてい
ます。近接データベースは，そのシステムで作成された RAD，およびどの CPUとメ
モリ範囲が各 RADを構成しているかを確認するのに使用されます。

例:

SDA> SHOW RAD /PXML

8.8 InfoServerからのメモリ・ディスクのブート (Integrityのみ)

OpenVMS Version 8.4では， InfoServerサーバからのメモリ・ディスクのブート
機能をサポートしています。この機能により，ネットワーク越しにブートするため
のOpenVMS LANブート・ドライバが必要なくなります。この機能は， Integrity
サーバのサテライト・ブートで使用される既存のメモリ・ディスク・ブート機能を
利用します。 InfoServeからのメモリ・ディスク・ブートについての詳細は，『HP
OpenVMS Version 8.4インストレーション・ガイド (翻訳版)』を参照してください。

8.9 Availability ManagerでのCluster over IPのサポート

Availability Manager Version 3.1で Cluster over IPをサポートします。
Availability Managerのこの新しいリリースでは， LANまたは IPパス (チャネ
ル)データ，クラスタ通信に使用される IPインターフェイス (IPバス)，および， IP
チャネルを使用して形成された仮想回路を管理および監視するための機能を提供しま
す。
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9
プログラミング機能

この章では，OpenVMS Version 8.4におけるアプリケーション・プログラミングお
よびシステム・プログラミングに関連する新機能について説明しています。

9.1 OpenVMS呼び出し可能メールの拡張

OpenVMSの呼び出し可能メール APIであるMAIL$SEND_MESSAGEが拡張され
ており，新しい送信項目コードMAIL$_SEND_RECIP_FOLDERを使用すること
で，指定したフォルダに直接メールを送ることができます。

受信側が VMSmailで，指定されたフォルダが存在しない場合，新しいフォルダが送
信項目コードで指定された名前で作成されます。フォルダ名の大文字小文字は区別さ
れます。

MAIL$_SEND_RECIP_FOLDER項目コードを指定した場合，新しいメールはこの
項目コードで指定したフォルダに置かれます。この項目コードが指定されていない場
合，デフォルト・メール・フォルダとしてNEWMAILが使用されます。この機能を
使用することで，新着メールを JUNKあるいは SPAMなどのフォルダに直接送るこ
とができます。

送信先のメール・サーバがOpenVMSでない場合は，配信されるフォルダは受信側が
使用するプロトコルに依存します。

9.2 C Run-Time Libraryの拡張

以降の各項で，OpenVMS Version 8.4の C Run-Time Library (C RTL)の機能拡張
について説明します。これらの機能拡張により，UNIX互換性，標準への準拠，ユー
ザ制御の機能選択の柔軟性が提供されます。新しい C RTL関数も含まれています。
C RTL関数についての詳細は『HP Cランタイム・ライブラリ・リファレンス・マニ
ュアル』を参照してください。

9.2.1 C RTLでの Unicodeサポート -ファイル名に対する UTF-8エンコーディング

C RTL APIでUNIX構文を使用した場合に，UTF-8 (8-bit UCS/Unicode
Transformation Format)エンコーディング形式のファイル名がサポートされま
す。UTF-8はUnicodeのための可変長文字エンコーディングです。
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UTF-8は，メール，Webページ，あるいはその他の場所で文字を扱う際に頻繁
に使用されるエンコーディングです。たとえばODS-5ディスクでは，OpenVMS
のDIRECTORYコマンドは下記の文字列を含むファイル名をサポートします。
/disk/mydir/^U65E5^U672C^U8A9E.txt

UTF-8サポートが有効になっている場合， CプログラムはこのOpenVMSディ
レクトリからこのファイル名を読み取り，UTF-8エンコーディングされた文字
列としてこのファイル名を使用することができます。たとえば， readdir( )の後
の opendir("/disk/mydir")は，指定したディレクトリ構造の d_nameフィールドに
"\xE6\x97\xA5\xE6\x9C\xAC\xE8\xAA\x9E.txt"を置きます。 open("/disk
/mydir/\xE6\x97\xA5\xE6\x9C\xAC\xE8\xAA\x9E.txt",O_RDWR,0)あるいは
open("/disk/mydir/xxxyyyzzz.txt", O_RDWR,0)でこのファイルをオープンします。

"\xE6\x97\xA5"は E697A5バイト・ストリームで， xxx文字をUTF-8エンコーデ
ィングで表します。

この機能により，UTF-8エンコーディングのファイル名を扱う国際化ソフトウェア
のUNIX互換性が強化されます。

この機能を有効にするための論理名DECC$FILENAME_ENCODING_UTF8が提供
されています。UTF-8エンコーディングを有効にするには，DECC$FILENAME_
ENCODING_UTF8およびDECC$EFS_CHARSET論理名を定義してください。
DECC$FILENAME_ENCODING_UTF8が定義されていない場合，デフォルトの動
作では ASCIIおよび Latin-1形式でファイル名を扱います。この機能はODS-5ディ
スクでのみ機能する点に注意してください。

UTF-8エンコーディングについての詳細は『HP Cランタイム・ライブラリ・リファ
レンス・マニュアル』を参照してください。

9.2.2 性能改善のための strcmp( )およびmemcmp( )の拡張

Integrityサーバにおける性能の改善のために C RTLの strcmp( )およびmemcmp( )
APIが拡張されており，計算時間が短くなっています。

新しい実装では約 56%の性能改善が認められ，この結果，ビジネス上重要な多くのア
プリケーションの処理能力を強化することになります。

9.2.3 セマフォのサポート

C RTLは，下記のOpen Groupのセマフォ制御操作をサポートします。

以下の System Vセマフォ・ルーチンがサポートされます。

semctl( )
semget( )
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semop( )
ftok( )

以下の POSIXセマフォ・ルーチンがサポートされます。

sem_close( )
sem_destroy( )
sem_getvalue( )
sem_init( )
sem_open( )
sem_post( )
sem_timedwait( )
sem_trywait( )
sem_unlink( )
sem_wait( )

9.2.4 DECC$PRINTF_USES_VAX_ROUND機能スイッチ

C RTLに新しい機能スイッチDECC$PRINTF_USES_VAX_ROUNDが追加されて
います。

このスイッチセットにより，printfの Fおよび Eフォーマット指定子は， IEEEフォ
ーマットでコンパイルされたプログラムに対して VAX丸め規則を使用します。

9.3 リンカ・ユーティリティの拡張

本リリースでは， LINKコマンドに/CBTおよび/NOCBT修飾子が新たに追加されて
います。リンカは，/NOCONTIGUOUS (デフォルト)あるいは/CONTIGUOUSを使
用してイメージ・ファイルを作成します。しかし，デフォルトの/NOCONTIGUOUS
では非連続ファイルを作成するのではなく CBT (Contiguous Best Try)アルゴリズム
でファイル作成を行ないます。

ビルド環境によっては，たとえばターゲット・ディスクがひどく断片化されており，
クラスタ内の他のノードから大量にアクセスがある場合は，連続ファイルを作成する
ことはしばしば不可能になります。このような状況が発生すると，クラスタ内のすべ
てのノードで，このディスクに対する I/O性能に悪影響を与えることになります。

新しい修飾子が既存のデフォルト動作と互換性を保つように，新しいデフォルト
修飾子は/NOCONTIGUOUSと/CBTになっています。このデフォルト動作を無
効にしてリンカに非連続ファイルを作成させるには，/NOCBTを指定する必要
があります。/CONTIGUOUSと/NOCBTの組合せは矛盾するため使用できませ
ん。/CONTIGUOUS/CBTあるいは/CONTIGUOUSを指定した場合，結果は同じに
なります。
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9.4 システム・サービスに関する新しい情報

OpenVMS Version 8.4では，以下の新しいシステム・サービスが追加されていま
す。

• $POWER_CONTROL - $POWER_CONTROLシステム・サービスがすべての
Integrityサーバ・システム・プラットフォームに追加されており， Integrity
サーバの電力と性能の設定を希望する値に変更することができます。設定内容
は， iLO webインタフェースを使用した場合と同様，システム全体に適用され
ます。$POWER_CONTROLについての詳細は，『OpenVMS System Services
Reference Manual』を参照してください。

9.5 新しい項目コード

$GETDVIシステム・サービスに，以下の新しい項目コードが追加されています。

• DVI$_NOXFCCACHE_ON_VOLUME -そのボリュームで XFCキャッシュ機能
が有効な状態かどうかを示すブール値を返します。値 0は，そのボリュームで
XFCキャッシュ機能が有効なことを示します。値 1は，そのボリュームで XFC
キャッシュ機能が無効なことを示します。

• DVI$_XFC_DEPOSING - XFCボリュームの depose操作が実行中であるかどう
かを示すブール値を返します。値 0は， XFCボリュームの depose操作が実行中
でないことを示します。値 1は， XFCボリュームの depose操作が実行中である
ことを示します。

$MOUNTシステム・サービスに，以下の新しい項目コードが追加されています。

• MNT$_DATA—ディスクで XFCが有効でなければらない場合に指定します。
デフォルトの動作では，NOQUOTA，NOFILEDID，NOEXTENT，および
WRITETHROUGHの値が渡される場合を除き，MOUNTコマンドでMNT$_
DATAが渡されます。

• MNT$_NODATA—ディスクで XFCが無効でなければらない場合に指定し
ます。MOUNTコマンドでNOQUOTA，NOFILEID，NOEXTENTおよび
WRITETHROUGHの値が渡される場合，この値がデフォルト値になります。

詳細については『OpenVMS System Services Reference Manual』を参照してくだ
さい。
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この章では，OpenVMSのレイヤード製品 (LP)およびシステム統合製品 (SIP)の主
な新機能について説明します。OpenVMSの関連製品の一覧およびディレクトリ情報
については，Read Before Installingレターを参照してください。

10.1 HP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.7

OpenVMS Version 8.4では，HP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.7をサ
ポートします。 TCP/IP Services Version 5.7では以下の新機能および拡張機能が提
供されます。

• Packet Processing Engine (PPE)

• FTP Anonymous Light

• FTP over SSL

注意

Stream Control Transmission Protocol (SCTP)が TCP/IP Version 5.7ソフト
ウェアに組み込まれていますが， SCTPのサポートはアップデート・キット
で提供されます。

TCP/IP Servicesの既存機能に対する拡張については『HP TCP/IP Services for
OpenVMS Release Notes』を参照してください。

10.2 DECnet-PlusでのDECnet over IPのサポート

本バーションのDECnet-Plusでは， TCP/IP Secure Shell (SSH)サービスを使用し
た安全なDECnet over IP接続をサポートしています。DECnet-Plus Version 8.4に
ついての詳細は『HP DECnet Plus for OpenVMS Release Notes』を参照してくだ
さい。
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10.3 DECwindowsの警報機能 (xBell)のサポート (Integrityのみ)

OpenVMS IntegrityでHP AD317A PCIサウンド・カードのサポートが実装されま
した。デバイス・ドライバとDECwindowsオーディオ・サポート・イメージにより
X11アプリケーションで警報機能 (xBell)が使用できます。ベルの音調は， 1000 Hz
から 9000 Hzの範囲で 1000 Hzごとに調整できます。なお， AD317Aはスピーカ機
能を持っていないため，外部スピーカの接続が必要になります。

X11アプリケーションからの警報機能のサポートを想定したものです。
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OpenVMSの英語版ドキュメント

注意

日本語ドキュメントについては，『日本語 OpenVMSリリース・ノート』を
参照してください。
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OpenVMS英語版ドキュメントの概要

OpenVMSのドキュメントは，下記のWebサイトでオンラインで参照することがで
きます。

http://www.hp.com/go/openvms/doc (英語)
http://h50146.www5.hp.com/products/software/oe/openvms/manual/ (日本語)

OpenVMS Version 8.4では以下のドキュメントが改訂/追加されています。

• 改訂されたドキュメント:

• 『Guidelines for OpenVMS Cluster Configurations』

• 『HP C Run-Time Library Reference Manual for OpenVMS Systems』

• 『HP OpenVMS Cluster Systems』

• 『HP OpenVMS DCL Dictionary: A-M』

• 『HP OpenVMS DCL Dictionary: N-Z』

• 『HP OpenVMS Debugger Manual』

• 『HP OpenVMS Guide to System Security』

• 『OpenVMS I/O User’s Reference Manual』

• 『HP OpenVMS License Management Utility Manual』

• 『HP OpenVMS System Management Utilities Reference Manual: A-L』

• 『HP OpenVMS System Management Utilities Reference Manual: M-Z』

• 『OpenVMS System Services Reference Manual: A–GETUAI』

• 『OpenVMS System Services Reference Manual: GETUTC–Z』

• 『HP OpenVMS Utility Routines Manual』

• 『Volume Shadowing for OpenVMS』

• 新しいドキュメント:

• 『HP OpenVMS Version 8.4 Upgrade and Installation Manual』

• 『HP OpenVMS Version 8.4 New Features and Documentation Overview』

• 『HP OpenVMS Version 8.4 Release Notes』

• 『Guide to OpenVMS Version 8.4 Media』
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OpenVMSの英語版ドキュメント (印刷およびオンライ

ン)

OpenVMSのドキュメントは次の形式で提供されます。

• 印刷物

印刷されたドキュメントが必要な場合は，ほとんどのOpenVMSドキュメント
をこの形式で購入できます。個々の印刷マニュアルを個別に購入することはで
きませんが，OpenVMS印刷ドキュメント・キットにはすべてのマニュアルが
含まれています。ただし『Porting Applications from HP OpenVMS Alpha to
OpenVMS Integrity for Integrity Servers』の印刷版は単独で購入可能です。

• CDに収録されたオンライン・ドキュメント

すべてのOpenVMSドキュメントは CDに収録されたオンライン形式で提供さ
れ，多くの関連製品に関するドキュメントも含まれています。ドキュメンテーシ
ョン CDはOpenVMSメディア・キットに同梱されています。

• OpenVMS Webサイトで提供されるオンライン・ドキュメント

OpenVMSのドキュメントは，アーカイブされたドキュメントを含めて，
OpenVMS Webサイトで閲覧できます。

• オンライン・ヘルプ

タスク関連情報が必要な場合は，OpenVMSコマンド，ユーティリティ，システ
ム・ルーチンに関するオンライン・ヘルプを簡単に表示できます。

ここでは，OpenVMSドキュメントが提供される形式と，各形式で提供されるドキュ
メントの名称を示します。

12.1 印刷ドキュメント

OpenVMSメディア・キット (インストレーション・キット)には，一部のドキュメン
トの印刷版が同梱されています。それ以外の印刷ドキュメントは別売のドキュメン
ト・キットで注文可能です。ここでは，OpenVMSの印刷ドキュメントについて次の
カテゴリに分類して説明します。

• メディア・キット

• ドキュメンテーション・セット:基本セットとフル・セット，およびオペレーティ
ング環境拡張

• システム統合製品
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• アーカイブされたドキュメント

12.1.1 OpenVMSメディア・キットのドキュメント

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityシステムのメディア・キット (イン
ストレーション・キット)には，OpenVMSオペレーティング・システムの最新の
バージョンを使用するのに必要なドキュメントが同梱されています。表 12–1に，
OpenVMSメディア・キットに含まれているドキュメントを示しています。提供され
るドキュメントは，新規カスタマであるのか，サービス・カスタマであるのかに応じ
て異なります。新規カスタマにはすべてのドキュメントが提供されます。サービス・
カスタマには，前回のリリース以降に更新されたドキュメントと新しいドキュメント
だけが提供されます。

注意

『OpenVMS License Management Utility Manual』，『Guide to HP
OpenVMS Version 8.4 Media』および『HP OpenVMS Version 8.4 Upgrade
and Installation Manual』は，メディア・キットでのみ提供されます。第
12.1.2項で説明するOpenVMSフル・ドキュメント・セットには含まれてい
ません。

表 12–1 OpenVMSメディア・キットに含まれるドキュメント

ドキュメント

『OpenVMS License Management Utility Manual』 BA322-90094

『HP OpenVMS Version 8.4 New Features and Documentation
Overview』

BA322-90088

『HP OpenVMS Version 8.4 Upgrade and Installation Manual』 BA322-90089

『Guide to OpenVMS version 8.4 Media』 BA322-90090

『HP OpenVMS Version 8.4 Release Notes』 BA322-90091

12.1.2 OpenVMSドキュメンテーション・セット

OpenVMSのドキュメントは次のドキュメンテーション・セットで提供されます。

ドキュメンテー
ション・セット 説明 Alphaパーツ番号

Integrityパ
ーツ番号

フル・セット 主要なすべての OpenVMSリソースの広範囲
にわたる説明情報が必要なユーザを対象にして
いる。すべての OpenVMSドキュメントが 1
つのセットとして提供される。基本ドキュメン
テーション・セットも含まれている。

QA-001AA-GZ.8.4 BA554MN
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ドキュメンテー
ション・セット 説明 Alphaパーツ番号

Integrityパ
ーツ番号

基本セット フル・ドキュメンテーション・セットの一部。
小規模なスタンドアロン・システムのシステム
管理者や一般ユーザを対象にしている。最も一
般的に使用される OpenVMSのドキュメント
が含まれている。

QA-09SAA-GZ.8.4 BA555MN

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityシステムで，ドキュメント・セッ
トの内容はほぼ共通です。OpenVMS Alphaドキュメント・セットとOpenVMS
Integrityドキュメント・セットに含まれるドキュメントは 1冊の例外を除き同一
です。OpenVMS Alphaドキュメント・セットには， Alpha専用ドキュメントの
『COM, Registry, and Events for HP OpenVMS Developer’s Guide』が含まれてい
ます。

表 12–2は，OpenVMSのフル・ドキュメンテーション・セットまたは基本ドキュメ
ンテーション・セットに含まれているドキュメントを示しています。各ドキュメント
の詳細については，第 13.2節を参照してください。

表 12–2 OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セット (QA-001AA-GZ.8.4/BA554MN)

ドキュメント

OpenVMS基本ドキュメンテーション・セット
QA-09SAA-GZ.8.4
/BA555MN

『OpenVMS DCL Dictionary:A-M』1 BA555-90006

『OpenVMS DCL Dictionary:N-Z』1 BA555-90007

『HP OpenVMS Guide to System Security』1 BA554-90015

『OpenVMS System Management Utilities Reference Manual:A-M』1 BA555-90008

『OpenVMS System Management Utilities Reference Manual:N-Z』1 BA555-90009

『OpenVMS System Manager’s Manual, Volume 1:Essentials』 AA-PV5MJ-TK

『OpenVMS System Manager’s Manual, Volume 2:Tuning, Monitoring, and
Complex Systems』

AA-PV5NJ-TK

『OpenVMS User’s Manual』 AA-PV5JG-TK

『OpenVMS V8.4 New Features and Documentation Overview』2 BA322-90088

『OpenVMS V8.4 Release Notes』2 BA322-90089

フル・ドキュメンテーション・セットに含まれている追加ドキュメント QA-001AA-GZ.8.4

『HP OpenVMS Availability Manager User’s Guide』 BA554-90001

『COM, Registry, and Events for HP OpenVMS Developer’s Guide』3 AA-RSCWC-TE

『Compaq C Run-Time Library Reference Manual for OpenVMS Systems』1 BA554-90014

1V8.4で変更されたドキュメント
2V8.4で新規に提供されるドキュメント
3Alphaのみ - QA-001AA-GZ.8.4に含まれる。

(次ページに続く)
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OpenVMSの英語版ドキュメント (印刷およびオンライン)
12.1印刷ドキュメント

表 12–2 (続き) OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セット (QA-001AA-GZ.8.4/BA554MN)

ドキュメント

フル・ドキュメンテーション・セットに含まれている追加ドキュメント QA-001AA-GZ.8.4

『HP C Run-Time Library Utilities Reference Manual』 AA-R238C-TE

『Compaq Portable Mathematics Library』 AA-PV6VE-TE

『DECamds User’s Guide』 AA-Q3JSE-TE

『DEC Text Processing Utility Reference Manual』 AA-PWCCD-TE

『Extensible Versatile Editor Reference Manual』 AA-PWCDD-TE

『Guidelines for OpenVMS Cluster Configurations』1 BA554-90022

『Guide to Creating OpenVMS Modular Procedures』 AA-PV6AD-TK

『Guide to OpenVMS File Applications』 AA-PV6PE-TK

『Guide to the POSIX Threads Library』 AA-QSBPD-TE

『Guide to the DEC Text Processing Utility』 AA-PWCBD-TE

『Open Source Security for OpenVMS Alpha, Volume 1: Common Data Security
Architecture』

BA554-90006

『HP Open Source Security for OpenVMS,Volume 2: HP SSL for OpenVMS』 BA554-90007

『HP Open Source Security for OpenVMS, Volume 3: Kerberos』 BA554-90008

『OpenVMS Alpha Partitioning and Galaxy Guide』 AA-REZQD-TE

『HP OpenVMS Guide to Upgrading Privileged-Code Applications』 AA-QSBGE-TE

『HP OpenVMS System Analysis Tools Manual』1 BA554-90017

『OpenVMS Calling Standard』 AA-QSBBE-TE

『OpenVMS Cluster Systems』1 BA554-90021

『HP OpenVMS Command Definition, Librarian, and Message Utilities Manual』 AA-QSBDE-TE

『OpenVMS Debugger Manual』1 BA554-90016

『HP OpenVMS Delta/XDelta Debugger Manual』 BA554-90003

『OpenVMS I/O User’s Reference Manual』1 BA554-90018

『OpenVMS Linker Utility Manual』 BA554-90004

『OpenVMS MACRO-32 Porting and User’s Guide』 AA-PV64E-TE

『OpenVMS Management Station Overview and Release Notes』 BA554-90005

『OpenVMS Performance Management』 AA-R237C-TE

『Porting Applications from HP OpenVMS Alpha to HP OpenVMS Industry
Standard 64 for Integrity Servers』

BA442-90001

『OpenVMS Programming Concepts Manual, Volume I』 AA-RNSHD-TK

『OpenVMS Programming Concepts Manual, Volume II』 AA-PV67H-TK
)

『OpenVMS Record Management Services Reference Manual』 AA-PV6RE-TK

『OpenVMS Record Management Utilities Reference Manual』 AA-PV6QD-TK

『OpenVMS RTL General Purpose (OTS$) Manual』 AA-PV6HE-TK

『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』 AA-QSBHE-TE

1V8.4で変更されたドキュメント

(次ページに続く)
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OpenVMSの英語版ドキュメント (印刷およびオンライン)
12.1印刷ドキュメント

表 12–2 (続き) OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セット (QA-001AA-GZ.8.4/BA554MN)

ドキュメント

フル・ドキュメンテーション・セットに含まれている追加ドキュメント QA-001AA-GZ.8.4

『OpenVMS RTL Screen Management (SMG$) Manual』 AA-PV6LD-TK

『OpenVMS RTL String Manipulation (STR$) Manual』 AA-PV6MD-TK

『OpenVMS System Messages: Companion Guide for Help Message Users』 AA-PV5TD-TK

『OpenVMS System Services Reference Manual: A–GETUAI』1 BA554-90024

『OpenVMS System Services Reference Manual: GETUTC–Z』1 BA554-90023

『HP OpenVMS Utility Routines Manual』1 BA554-90019

『OpenVMS VAX RTL Mathematics (MTH$) Manual』 AA-PVXJD-TE

『OpenVMS VAX System Dump Analyzer Utility Manual』 AA-PV6TD-TE

『POLYCENTER Software Installation Utility Developer’s Guide』 AA-Q28MF-TK

『VAX MACRO and Instruction Set Reference Manual』 AA-PS6GD-TE

『Volume Shadowing for OpenVMS』1 BA554-90020

1V8.4で変更されたドキュメント

12.1.3 オペレーティング環境拡張ドキュメント・セット (Integrityのみ)

オペレーティング環境拡張ドキュメント・セットには，OpenVMS OEに含まれる製
品のマニュアルが含まれています。このドキュメント・セットに含まれるドキュメン
トの一覧は第 13.5節を参照してください。

12.1.4 システム統合製品のドキュメント

システム統合製品 (SIP)は，OpenVMSソフトウェアに含まれていますが，これらの
製品を使用するには個別のライセンスを購入する必要があります。表 12–3は，シス
テム統合製品に関連するドキュメントを示しています。

表 12–3 システム統合製品のドキュメント

システム統合製品 関連ドキュメント

HP Galaxy Software
Architecture on OpenVMS Alpha

このドキュメントは OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セットに含
まれている。

OpenVMS Clusters OpenVMS Clusterドキュメントは OpenVMSフル・ドキュメンテーショ
ン・セットに含まれている。

RMS Journaling for OpenVMS RMS Journaling for OpenVMSのマニュアルは，下記の URLの
OpenVMSドキュメントWebサイトで HTML形式で提供されていま
す。http://www.hp.com/go/openvms/doc

Volume Shadowing for OpenVMS このドキュメントは OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セットに含
まれている。

OpenVMSの英語版ドキュメント (印刷およびオンライン) 12–5



OpenVMSの英語版ドキュメント (印刷およびオンライン)
12.1印刷ドキュメント

12.1.5 アーカイブされたOpenVMSドキュメント

OpenVMSでは，OpenVMSオペレーティング・システムのドキュメントを継続的
に更新，変更，拡張しています。必要に応じてドキュメントはアーカイブに移されま
す。アーカイブされたドキュメントは，次のWebサイトからアクセスすることがで
きます。

http://www.hp.com/go/openvms/doc

アーカイブされたOpenVMSのドキュメントの一覧については，第 13.6節を参照し
てください。

12.2 OpenVMSドキュメントの開発ツール

OpenVMSドキュメント・チームは XML (Extensible Markup Language)ベースの
ツールを使用してマニュアルを作成しています。 XMLは業界標準の記述言語であ
り，お客様にとってもOpenVMSドキュメンテーションにとっても多くの利点があり
ます。

XMLで作成されたドキュメントとその他のドキュメントでは見た目が異なります。
HTML， PDF，および印刷ドキュメントのすべてでこの違いが見られますが，これ
は使用したツールの違いによるものです。

下記の Version 8.4ドキュメントはこの新しいツールを使用して作成されています。

• 『HP OpenVMS I/O User’s Reference Manual』

• 『HP Volume Shadowing for OpenVMS』

• 『HP OpenVMS Guide to System Security』

12.3 CDに収録されているオンライン・ドキュメント

OpenVMSオペレーティング・システムおよび多くの関連製品のオンライン・ドキュ
メントは，OpenVMSシステムおよびWindowsプラットフォームで共通に使用でき
る ISO9660 Level 2形式の 1枚の CDに収録されています。

12.3.1 オンライン形式

ドキュメンテーション CD-ROMには，ドキュメントがさまざまな形式で収録されて
います。
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OpenVMSの英語版ドキュメント (印刷およびオンライン)
12.3 CDに収録されているオンライン・ドキュメント

ドキュメント 提供される形式

現在のバージョンの OpenVMSのドキュメント HTML, PDF

『HP OpenVMS Version 8.4 Upgrade and Installation』 HTML, PDF

『HP OpenVMS Version 8.4 Release Notes』 HTML, PDF

『HP OpenVMS V8.4 New Features and Documentation
Overview』

HTML, PDF

レイヤード製品のドキュメント PDF

以前のバージョンで提供していた Bookreaderファイルは提供されなくなりました。

ドキュメントへのアクセス方法の詳細は『HP OpenVMS V8.4インストレーション・
ガイド[翻訳版]』を参照してください。

12.4 OpenVMS Webサイトで提供されるオンライン・ドキュメント

次のOpenVMS Webサイトでは，OpenVMSのドキュメントがさまざまなオンライ
ン形式で提供されています。

http://www.hp.com/gp/openvms/doc

このサイトには，OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セットに含まれるドキュ
メントの最新のバージョン，および特定のレイヤード製品のドキュメントへのリンク
が掲載されています。

12.5 オンライン・ヘルプ

OpenVMSオペレーティング・システムでは，フル・ドキュメンテーション・セット
に説明されているコマンド，ユーティリティ，システム・ルーチンのオンライン・ヘ
ルプが提供されます。

システム・メッセージのオンライン説明にアクセスするには，ヘルプ・メッセージ機
能を使用します。さらに，ヘルプ・メッセージ・データベースに書き込んだメッセー
ジ・ドキュメンテーションなど，独自のソース・ファイルを追加することができま
す。

『OpenVMS System Messages: Companion Guide for Help Message Users』で
は，ヘルプ・メッセージ機能の使い方が説明されています。また，次のように入力し
て，ヘルプ・メッセージに関するDCLヘルプにアクセスすることもできます。

$ HELP HELP/MESSAGE

OpenVMSユーティリティ・ルーチンに関する参照情報は，オンライン・ヘルプで提
供されるようになりました。
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13
OpenVMSのドキュメントの説明

この章では，次のOpenVMSドキュメントについて簡単に説明します。

• OpenVMSメディア・キットに含まれるドキュメント (第 13.1節)

• OpenVMSベース・ドキュメンテーション・セットおよびフル・ドキュメンテー
ション・セットに含まれるドキュメント (第 13.2節と第 13.3節)

• RMS Journalingのドキュメント (第 13.4節)

• OpenVMS Integrity OE拡張キットに含まれているドキュメント

• アーカイブされたドキュメント (第 13.6節)

13.1 OpenVMSメディア・キットに含まれるドキュメント

『Guide to HP OpenVMS Version 8.4 Media』
（翻訳版は『HP OpenVMS Version 8.4 CD/DVDユーザーズ・ガイド』）
OpenVMSオペレーティング・システムおよびドキュメント CDに関する情報を提供
します。OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrity Version 8.4メディア・キット
の内容を示し，インストール情報へのポインタを示し，ドキュメント CD-ROMに収
録されているドキュメントへのアクセス方法を示します。

『OpenVMS License Management Utility Manual』
OpenVMSのライセンス管理ツールである LMF (License Management Facility)に
ついて説明します。 LMFには， License Managementユーティリティ (LICENSE)
と，ソフトウェア・ライセンスの登録，管理，追跡に使用するコマンド・プロシージ
ャ VMSLICENSE.COMが含まれています。

『HP OpenVMS Version 8.4 Upgrade and Installation Manual』
（翻訳版は『HP OpenVMS V8.4インストレーション・ガイド[翻訳版]』）
OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityオペレーティング・システムのインス
トレーション手順を示します。ブート，シャットダウン，バックアップ，ライセン
ス・プロシージャに関する情報が記載されています。
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OpenVMSのドキュメントの説明
13.1 OpenVMSメディア・キットに含まれるドキュメント

『OpenVMS Version 8.4 New Features and Documentation Overview』
（翻訳版は『HP OpenVMS V8.4新機能説明書』）
OpenVMS Integrityおよび Alphaオペレーティング・システム V8.4リリースの新し
いコンポーネントと拡張されたコンポーネントについて説明します。 V8.4で変更さ
れたOpenVMSドキュメントについて説明し，OpenVMSドキュメントの印刷形式
およびオンライン形式についても説明します。

『OpenVMS Version 8.4 Release Notes』
（翻訳版は『HP OpenVMS V8.4リリース・ノート[翻訳版]』）
ソフトウェアの変更点，インストール，アップグレード，互換性情報，ソフトウェア
の新しい問題点と制約事項および既存の問題点と制約事項，ソフトウェアとドキュメ
ントの修正について説明します。

注意

日本語OpenVMSのメディア・キット (インストレーション・キット)に
は，上記の他に『日本語OpenVMSリリース・ノート』および『日本語
OpenVMSインストレーション・ガイド』も含まれます。

13.2 OpenVMS基本ドキュメント・セットのドキュメント

『OpenVMS DCL Dictinary』
（翻訳版は『OpenVMS DCLディクショナリ』）
DCL (DIGITAL Command Language)について説明し，すべてのDCLコマンドとレ
キシカル関数の詳細な参照情報と例をアルファベット順に示します。このドキュメン
トは 2分冊になっています。

『HP OpenVMS Guide to System Security』
(翻訳版は『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』)

OpenVMSオペレーティング・システムで提供されるセキュリティ機能について説明
します。具体的なセキュリティ・ニーズを示し，それぞれの状況に応じた各機能の目
的と適切な応用を示します。

『OpenVMS System Management Utilities Reference Manual』
（翻訳版は『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュア
ル』）
システム管理作業を実行するためのユーティリティや，システムへのアクセスとリソ
ースの制御と監視に使用するツールについて参照情報を示します。 AUTOGENコマ
ンド・プロシージャについても説明します。このドキュメントは 2分冊になっていま
す。
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OpenVMSのドキュメントの説明
13.2 OpenVMS基本ドキュメント・セットのドキュメント

『OpenVMS System Manager’s Manual, Volume 1: Essentials』
（翻訳版は『OpenVMSシステム管理者マニュアル (上巻)』）
システムの起動，ソフトウェアのインストール，プリント・キューとバッチ・キュー
の設定など，日常的に行う操作の設定と管理の方法について説明します。また，日常
的に行うディスク操作と磁気テープ操作についても説明します。

『OpenVMS System Manage’s Manual, Volume 2: Tuning, Monitoring, and Complex
Systems』
（翻訳版は『OpenVMSシステム管理者マニュアル (下巻)』）
ネットワークの構成と制御，システムの監視，システム・パラメータの管理の方
法について説明します。また，OpenVMS Clusterシステム，ネットワーク環境，
DECdtm機能についても説明します。

『OpenVMS User’s Manual』
（翻訳版は『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』）
オペレーティング・システムの概要を示し，基本的な概念，タスク情報，日常のコン
ピューティング・タスクを実行するための参照情報も示します。ファイルとディレク
トリの操作方法についても説明します。また，次の追加トピックも含まれています。

• Mailユーティリティと Phoneユーティリティによるメッセージの送信

• Sort/Mergeユーティリティの使用

• 論理名とシンボルの使用

• コマンド・プロシージャの作成

• EVEおよび EDTテキスト・エディタによるファイルの編集

『OpenVMS Version 8.4 New Features and Documentation Overview』
（翻訳版は『HP OpenVMS V8.4新機能説明書』）
V8.4リリースの新しいコンポーネントと拡張されたコンポーネントについて説明しま
す。 V8.4で変更されたOpenVMSドキュメントについて説明し，OpenVMSドキュ
メントの印刷形式およびオンライン形式についても説明します。

『OpenVMS Version 8.4 Release Notes』
（翻訳版は『HP OpenVMS V8.4リリース・ノート[翻訳版]』）
ソフトウェアの変更点，インストール，アップグレード，互換性情報，ソフトウェア
の新しい問題点と制約事項および既存の問題点と制約事項，ソフトウェアとドキュメ
ントの修正について説明します。

13.3 OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セットの追加ドキュメ
ント
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OpenVMSのドキュメントの説明
13.3 OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セットの追加ドキュメント

『HP OpenVMS Availability Manager User’s Guide』
OpenVMS AlphaまたはWindowsノードからHP Availability Managerシステム
管理ツールを使用して，拡張ローカル・エリア・ネットワーク (LAN)で 1つ以上の
OpenVMSノードを監視する方法と，詳細な分析のために特定のノードまたはプロセ
スを監視する方法について説明します。

『COM, Registry, and Events for HP OpenVMS Developer’s Guide』
OpenVMS環境とWindows NT環境の間で簡単に移行できるアプリケーションを開
発するプログラマを対象にしたドキュメントです。既存のOpenVMSアプリケーショ
ンやデータをカプセル化する場合や，OpenVMSシステム用に新しい COMアプリケ
ーションを開発する場合は，このドキュメントを参照してください。

また，OpenVMS Registryを使用してOpenVMSシステムだけに関する情報を格納
する場合や，OpenVMSレジストリ情報とWindows NTレジストリ情報の両方を格
納するための共用の格納場所としてOpenVMS Registryを使用する場合も，このド
キュメントを参照してください。このドキュメントは，

以前は『OpenVMS Connectivity Developer Guide』 (翻訳版は『OpenVMSコネク
ティビティ開発者ガイド』)という名称でオンラインで提供されていました。

『HP C Run-Time Library Reference Manual for OpenVMS Systems』
（翻訳版は『HP Cランタイム・ライブラリ・リファレンス・マニュアル』）
I/O操作，文字および文字列操作，算術演算，エラー検出，サブプロセスの生成，シ
ステム・アクセス，画面管理などを実行するHP C RTLの関数とマクロに関する参照
情報を示します。オペレーティング・システム間での移植に関する問題点， TCP/IP
プロトコル用にインターネット・アプリケーション・プログラムを作成するために使
用するHP C for OpenVMSソケット・ルーチンについても説明します。

『Compaq C Run-Time Library Uilities Reference Manual』
（翻訳版は『Compaq C国際化ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』）
国際化ソフトウェア・アプリケーションでローカリゼーションとタイム・ゾーン・デ
ータを管理するための Cランタイム・ライブラリ・ユーティリティの詳細な使い方と
参照情報を示します。

『Compaq Portable Mathematics Library』
DPML (Compaq Portable Mathematics Library)の算術演算ルーチンについて説明
します。これらのルーチンはOpenVMS Alphaシステムでのみ提供されます。 VAX
プログラマは『OpenVMS VAX RTL Mathematics (MTH$) Manual』を参照してく
ださい。
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13.3 OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セットの追加ドキュメント

『DECamds User’s Guide』
DECamdsソフトウェアのインストールと使用方法について説明します。DECamds
は，OpenVMSシステムおよびOpenVMS Cluster環境でイベントの監視，診断，追
跡を行うためのシステム管理ツールです。

『DEC Text Processing Utility Reference Manual』
DECTPU (DEC Text Processing Utility)について説明し，DECTPUに対する EDT
キーパッド・エミュレータ・インタフェースに関する参照情報を示します。

『Extensible Versatile Editor Reference Manual』
EVEテキスト・エディタに関するコマンド参照情報を示します。また， EDTコマン
ドと EVEコマンドの間の相互参照も示します。

『Guidelines for OpenVMS Cluster Configurations』
（翻訳版は『OpenVMS Cluster構成ガイド』）
このドキュメントでは，システム，インターコネクト，ストレージ・デバイス，ソフ
トウェアを選択するのに役立つ情報を示します。高い可用性，拡張性，パフォーマ
ンス，容易なシステム管理を実現するためにこれらのコンポーネントを構成するの
に役立ちます。このドキュメントでは，OpenVMS Clusterシステムで SCSIおよび
Fibre Channelを使用する方法についても詳しく説明しています。

『Guide to Creating OpenVMS Modular Procedures』
プログラムを複数のモジュールに分割し，各モジュールを個別のプロシージャとして
コーディングすることにより，複雑なプログラミング作業を実行する方法について説
明します。

『Guide to OpenVMS File Applications』
RMS (Record Management Services)を使用して，効率のよいデータ・ファイルの設
計，作成，管理を行うためのガイドラインを示します。このドキュメントは， RMS
ファイルを使用するプログラム，特にパフォーマンスが重要視されるプログラムを取
り扱うアプリケーション・プログラマおよび設計者を対象にしています。

『Guide to the POSIX Threads Library』
弊社のマルチスレッド・ランタイム・ライブラリである POSIX Threads Library (以
前の名称はDECthreads)パッケージについて説明します。このパッケージに含まれ
ているルーチンは， 1つのプロセスで提供されるアドレス空間内で複数の実行スレッ
ドを作成し，制御することができます。このドキュメントでは使い方のヒントと参照
情報の両方を示し， 3つのインタフェースについて説明しています。 3つのインタフ
ェースとは， IEEE POSIX 1003.1c標準規格に準拠したルーチン (pthreadと呼びま
す)，非スレッド・アプリケーションでスレッド関連サービスを提供するルーチン (ス
レッド独立サービスまたはtisと呼びます)，上位互換性のある安定したインタフェース
を提供する弊社固有のルーチン (cmaと呼びます)です。
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『Guide to the DEC Text Processing Utility』
DECTPUプログラムの開発の概要について説明します。

『Open Source Security for OpenVMS Alpha, Volume 1: Common Data Security
Architecture』
CDSA (Common Data Security Architecture)を使用して，プログラムにセキュリテ
ィ機能を追加するアプリケーション開発者を対象にしています。 CDSAについて説
明し，インストールと初期化について説明し，サンプル・プログラムも提供します。
CDSAアプリケーション・プログラミング・インタフェース・モジュールが含まれて
います。

『HP Open Source Security for OpenVMS, Volume 2: HP SSL for OpenVMS』
HP SSL (HP Secure Sockets Layer) for OpenVMS AlphaでOpenVMSアプリケー
ションへの通信リンクを保護することを検討しているアプリケーション開発者を対象
にしています。インストールの方法とリリース・ノートを示し，サンプル・プログラ
ムを提供します。OpenSSLアプリケーション・プログラミング・インタフェース・
モジュールのプログラミング情報と参照情報が示されています。

『HP Open Source Security for OpenVMS, Volume 3: Kerberos』
ネットワーク接続でクライアントがサーバに対して認証を求め (そしてサーバがクラ
イアントに対して認証を提供し)安全に通信できるように，Kerberosプロトコルで文
字の暗号化機能を実装したいアプリケーション開発者を対象にしています。

『OpenVMS Alpha Partitioning and Galaxy Guide』
（翻訳版は『OpenVMS AlphaパーティショニングおよびGalaxyガイド』）
OpenVMS Alpha Version 7.3-2で提供されるすべてのOpenVMS Galaxy機能の
使い方について詳しく説明します。 AlphaServer 8400， 8200， 4100システムで
OpenVMS Galaxyコンピューティング環境を作成，管理，使用する手順も示しま
す。

『HP OpenVMS Guide to Upgrading Privileged-Code Applications』
OpenVMS Alpha Version 7.0でOpenVMS Alphaの 64ビット仮想アドレッシング
およびカーネル・スレッドがサポートされるようになった結果， Alphaの特権付き
コード・アプリケーションおよびデバイス・ドライバに影響を与える可能性のある
OpenVMS Alpha Version 7.0の変更点について説明します。

OpenVMS Alpha Version 7.0より前のバージョンで作成された特権付きコード・ア
プリケーションは，このガイドの説明に従ってソース・コードを変更する必要があり
ます。
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『OpenVMS System Analysis Tools Manual』
次のシステム分析ツールについて詳しく説明します。また，DOSD (dump off
system disk)機能とDELTA/XDELTAデバッガの概要も示します。

• System Dump Analysis (SDA)

• System code debugger (SCD)

• System dump debugger (SDD)

• Watchpointユーティリティ

このドキュメントは，システム障害の原因を調べ，デバイス・ドライバなどのカーネ
ル・モード・コードをデバッグしなければならないシステム・プログラマを対象して
います。

『OpenVMS Calling Standard』
OpenVMSオペレーティング・システムの呼び出し標準規約について説明します。

『OpenVMS Cluster Systems』
（翻訳版は『OpenVMS Clusterシステム』）
OpenVMS Clusterシステムの構成と管理の手順およびガイドラインについて説明し
ます。また，クラスタに接続されたシステムで高い可用性，構築ブロックの拡張，統
一されたシステム管理を実現する方法についても説明します。

『HP OpenVMS Command Definition, Librarian, and Message Utilities Manual』
次のユーティリティについて説明し，参照情報も示します。

• Command Definitionユーティリティ

• Librarianユーティリティ

• Messageユーティリティ

『OpenVMS Debugger Manual』
（翻訳版は『HP OpenVMSデバッガ説明書』）
プログラマを対象にOpenVMS Debuggerの機能について説明します。

『HP OpenVMS Delta/XDelta Debugger Manual』
特権付きプロセッサ・モードまたは引き上げられた割り込み優先順位レベルで動作す
るプログラムをデバッグするために使用するDelta/XDeltaユーティリティについて
説明します。

『OpenVMS I/O User’s Reference Manual』
オペレーティング・システムに付属しているデバイス・ドライバを使用して，システ
ム・プログラマが I/O操作をプログラミングするのに必要な情報を示します。
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『OpenVMS Linker Utility Manual』
Linkerユーティリティを使用して，OpenVMSシステムで動作するイメージを作成
する方法について説明します。また，リンク修飾子とリンク・オプションを使用して
リンク操作を制御する方法についても説明します。

『HP OpenVMS MACRO Compiler Porting and User’s Guide』
MACRO-32コンパイラの機能を使用して，既存のVAX MACROアセンブリ言語
コードをOpenVMS Alphaシステムに移植する方法について説明します。既存の
OpenVMS AlphaのコードをOpenVMS Integrityシステムへ移植する方法について
も説明してます。また，コンパイラの 64ビット・アドレッシングのサポート機能を
使用する方法についても説明します。

『OpenVMS Management Station Overview and Release Notes』
OpenVMS Management Stationの概要とリリース・ノートを示し，このソフトウェ
アの使い方の概要も示します。OpenVMS Management Stationは，OpenVMSシ
ステムでユーザ・アカウントやプリンタの管理作業を行うシステム管理者やその他の
人を対象した，Microsoft Windowsベースの強力な管理ツールです。

『OpenVMS Performance Management』
OpenVMSシステムでパフォーマンスを最適化するために使用する手法について説明
します。

『Porting Applications from HP OpenVMS Alpha to HP OpenVMS Industry Standard
64 for Integrity Servers』
（翻訳版は『HP OpenVMS AlphaからOpenVMS I64へのアプリケーション・ポーテ
ィング・ガイド』）
HP OpenVMS AlphaからHP OpenVMS Integrityへ移行しようとしているアプリ
ケーション開発者に移行計画の枠組みを提供します。

『HP OpenVMS Programming Concepts Manual』
プロセスの生成，カーネル・スレッドとカーネル・スレッド・プロセス構造，プロセ
ス間通信，プロセス制御，データの共用，条件処理， ASTなどの概念について説明
します。この 2分冊のドキュメントでは，システム・サービス，ユーティリティ・ル
ーチン，ランタイム・ライブラリ (RTL)ルーチンを使用して，OpenVMSの機能を利
用する方法を説明します。

『OpenVMS Record Management Services Reference Manual』
RMSデータ・ファイルを使用するすべてのプログラマを対象に，参照情報と使用方
法を示します。
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『OpenVMS Record Management Utilities Reference Manual』
次の RMSユーティリティに関する説明と参照情報を示します。

• Analyze/RMS_Fileユーティリティ

• Convert and Convert/Reclaimユーティリティ

• File Definition Language機能

『OpenVMS RTL General Purpose (OTS$) Manual』
OpenVMSランタイム・ライブラリのOTS$機能に含まれる汎用ルーチンについて説
明します。 Integrity， Alpha， VAX固有のルーチンを示し，各システムで異なる動
作を実行するルーチンについても説明します。

『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』
OpenVMSランタイム・ライブラリの LIB$機能に含まれる汎用ルーチンについて説
明します。 Integrity， Alpha， VAX固有のルーチンを示し，各システムで異なる動
作を実行するルーチンについても説明します。

『OpenVMS RTL Screen Management (SMG$) Manual』
OpenVMSランタイム・ライブラリの SMG$機能に含まれる画面管理ルーチンについ
て説明します。 Alpha固有のルーチンと VAX固有のルーチンについて説明し，各シ
ステムで異なる動作を実行するルーチンについても説明します。

『OpenVMS RTL String Manipulation (STR$) Manual』
OpenVMSランタイム・ライブラリの STR$機能に含まれる文字列操作ルーチンにつ
いて説明します。 Alpha固有のルーチンと VAX固有のルーチンを示し，各システム
で異なる動作を実行するルーチンについても説明します。

『OpenVMS System Messages: Companion Guide for Help Message Users』
ヘルプ・メッセージを表示するためのツールであるヘルプ・メッセージ機能について
説明します。HELP/MESSAGEコマンドとその修飾子について説明し，ヘルプ・メ
ッセージ・データベースのカスタマイズに関する詳細情報も示します。また，システ
ムおよびヘルプ・メッセージ機能が完全に動作しないときに表示される可能性のある
メッセージの説明も示します。

『OpenVMS System Services Reference Manual』
リソースの制御，プロセス通信の実行， I/Oの制御，その他のオペレーティング・シ
ステム機能を実行するためにオペレーティング・システムで使用するルーチンについ
て説明します。このドキュメントは 2分冊になっています。
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『HP OpenVMS Utility Routines Manual』
プログラムで特定のOpenVMSユーティリティの呼び出し可能インタフェースを使用
するためのルーチンについて説明します。

『OpenVMS VAX RTL Mathematics (MTH$) Manual』
OpenVMSランタイム・ライブラリのMTH$機能に含まれる算術演算ルーチンについ
て説明します。このドキュメントはOpenVMS VAXを使用するプログラマを対象に
しています (Alphaのプログラマは『Compaq Portable Mathematics Library』を参
照してください)。

『OpenVMS VAX System Dump Analyzer Utility Manual』
System Dump Analyzerユーティリティを使用して，システム障害を調べ，稼動中
のOpenVMS VAXシステムを確認する方法について説明します。 VAXのプログラ
マはこのドキュメントを参照してください。 Alphaおよび Integrityのプログラマは
『VMS System Dump Analyzer Utility Manual』を参照してください。

『POLYCENTER Software Installation Utility Developer’s Guide』
POLYCENTER Software Installationユーティリティを使用してインストールされ
るソフトウェア製品を開発する場合の手順とガイドラインを示します。このドキュメ
ントは，OpenVMSオペレーティング・システムのレイヤード・ソフトウェア製品の
インストール手順を設計する開発者を対象にしています。

『VAX MACRO and Instruction Set Reference Manual』
VAX MACROのアセンブラ・ディレクティブと VAX命令セットの両方について説明
します。

『Volume Shadowing for OpenVMS』
フェーズ IIのボリューム・シャドウイングで高いデータ可用性を提供する方法につい
て説明します。

13.4 RMS Journalingのドキュメント

『RMS Journaling for OpenVMS Manual』
3種類の RMS Journalingについて説明し， RMS Journalingをサポートする他の
OpenVMSコンポーネントについても説明します。このドキュメントでは， RMS
Recoveryユーティリティ (ジャーナリングを使用して保存したデータを回復するため
に使用します)，トランザクション処理システム・サービス， RMS Journalingを使
用するときに必要なシステム管理タスクについても説明します。
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13.5 OpenVMS Integrity OE拡張キットに含まれているドキュメント

以下に示すのはOpenVMS Integrityオペレーティング環境に関係するドキュメント
です。

• HP DECwindows Motif for OpenVMS Installation Guide

• HP DECwindows Motif for OpenVMS New Features

• HP DECwindows Motif for OpenVMS Documentation Overview

• HP DECwindows Motif for OpenVMS Management Guide

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Installation and Configuration

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Introduction and User’s Guide

• HP DECnet-Plus Network Management

• HP DECnet-Plus for OpenVMS DECdts Programming Reference

• HP DECnet-Plus for OpenVMS DECdts Management

• HP DECnet-Plus for OpenVMS DECdns Management

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Network Management Quick Reference Guide

• HP DECnet-Plus for OpenVMS OSAK Programming

• HP DECnet-Plus for OpenVMS OSAK Programming Reference

• HP DECnet-Plus for OpenVMS OSAK SPI Programming Reference

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Problem Solving Manual

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Programming Manual

• HP DECnet-Plus for OpenVMS FTAM and Virtual Terminal User and Management

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Problem Solving

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Network Control Language Reference

• HP DECnet-Plus for OpenVMS Planning Guide

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Installation and Configuration

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Sockets API and System Services

Programming

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Concepts and Planning

• HP TCP/IP Services for OpenVMS SNMP Programming Reference

• HP TCP/IP Services for OpenVMS ONC RPC Programming

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Tuning and Troubleshooting

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Guide to SSH for OpenVMS

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Management

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Management Command Reference
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• HP TCP/IP Services for OpenVMS Management Command Quick Reference

Card

• HP TCP/IP Services for OpenVMS User’s Guide

• HP TCP/IP Services for OpenVMS UNIX Command Equivalents Reference Card

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Guide to IPv6

• HP DECprint Supervisor (DCPS) for OpenVMS User’s Guide

• HP DECprint Supervisor (DCPS) for OpenVMS Software Installation

• HP DECprint Supervisor (DCPS) for OpenVMS Manager’s Guide

• HP DCE for OpenVMS Product Guide

• HP DCE for OpenVMS Reference Guide

• HP DCE for OpenVMS Installation and Configuration Guide

13.6 アーカイブされたドキュメント

表 13–1は，アーカイブされたOpenVMSのドキュメントを示しています。アーカイ
ブされたドキュメントのほとんどの情報は，他のドキュメントまたはオンライン・ヘ
ルプに統合されているという点に注意してください。

表 13–1 アーカイブされたOpenVMSのドキュメント

ドキュメント

『A Comparison of System Management on OpenVMS AXP and
OpenVMS VAX』

AA-PV71B-TE

『Building Dependable Systems: The OpenVMS Approach』 AA-PV5YB-TE

『Creating an OpenVMS Alpha Device Driver from an OpenVMS VAX
Device Driver』

AA-R0Y8A-TE

『Creating an OpenVMS AXP Step 2 Device Driver from a Step 1
Device Driver』

AA-Q28TA-TE

『Creating an OpenVMS AXP Step 2 Device Driver from an OpenVMS
VAX Device Driver』

AA-Q28UA-TE

『Guide to OpenVMS AXP Performance Management』 AA-Q28WA-TE

『Guide to OpenVMS Performance Management』 AA-PV5XA-TE

『Migrating an Application from OpenVMS VAX to OpenVMS Alpha』 AA-KSBKB-TE

『Migrating an Environment from OpenVMS VAX to OpenVMS
Alpha』

AA-QSBLA-TE

『Migrationg to an OpenVMS AXP System: Planning for Migration』 AA-PV62A-TE

『Migrating to an OpenVMS AXP System: Recompiling and Relinking
Applications』

AA-PV63A-TE

『OpenVMS Alpha Guide to 64-Bit Addressing and VLM Features』 AA-QSBCC-TE

(次ページに続く)
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表 13–1 (続き) アーカイブされたOpenVMSのドキュメント

ドキュメント

『OpenVMS Alpha System Dump Analyzer Utility Manual』 AA-PV6UC-TE

OpenVMS Alpha Version 7.3-1 New Features and Documentation
Overview

AA-RSHYA-TE

OpenVMS Alpha Version 7.3-1 Release Notes AA-RSD0A-TE

『OpenVMS AXP Device Support: Developer’s Guide』 AA-Q28SA-TE

『OpenVMS AXP Device Support: Reference』 AA-Q28PA-TE

『OpenVMS Bad Block Locator Utility Manual』 AA-PS69A-TE

『OpenVMS Compatibility Between VAX and Alpha』 AA-PYQ4C-TE

『OpenVMS Developer’s Guide to VMSINSTAL』 AA-PWBXA-TE

『OpenVMS DIGITAL Standard Runoff Reference Manual』 AA-PS6HA-TE

『OpenVMS EDT Reference Manual』 AA-PS6KA-TE

『OpenVMS Exchange Utility Manual』 AA-PS6AA-TE

『OpenVMS Glossary』 AA-PV5UA-TK

『OpenVMS Guide to Extended File Specifications』 AA-REZRB-TE

『OpenVMS Master Index』 AA-QSBSD-TE

『OpenVMS National Character Set Utility Manual』 AA-PS6FA-TE

『OpenVMS Obsolete Features Manual』 AA-PS6JA-TE

『OpenVMS Programming Environment Manual』 AA-PV66B-TK

『OpenVMS Programming Interfaces: Calling a System Routine』 AA-PV68B-TK

『OpenVMS RTL DECtalk (DTK$) Manual』 AA-PS6CA-TE

『OpenVMS RTL Parallel Processing (PPL$) Manual』 AA-PV6JA-TK

『OpenVMS Software Overview』 AA-PVXHB-TE

『OpenVMS SUMSLP Utility Manual』 AA-PS6EA-TE

『OpenVMS System Messages and Recovery Procedures Reference
Manual: A–L』

AA-PVXKA-TE

『OpenVMS System Messages and Recovery Procedures Reference
Manual: M–Z』

AA-PVXLA-TE

『OpenVMS Terminal Fallback Utility Manual』 AA-PS6BA-TE

『OpenVMS VAX Card Reader, Line Printer, and LPA11–K I/O User’s
Reference Manual』

AA-PVXGA-TE

『OpenVMS VAX Device Support Manual』 AA-PWC8A-TE

『OpenVMS VAX Device Support Reference Manual』 AA-PWC9A-TE

『OpenVMS VAX Patch Utility Manual』 AA-PS6DA-TE

『OpenVMS Wide Area Network I/O User’s Reference Manual』 AA-PWC7A-TE

『PDP–11 TECO User’s Guide』 AA-K420B-TC

『POLYCENTER Software Installation Utility User’s Guide』 AA-Q28NA-TK

『TCP/IP Networking on OpenVMS Systems』 AA-QJGDB-TE

『Standard TECO Text Editor and Corrector for the VAX, PDP–11,
PDP-10, and PDP-8』

CD-ROMでのみ
提供

表 13–2は，アーカイブされたネットワーキング・ドキュメントおよびインストール
補足資料を示しています。
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表 13–2 アーカイブされたネットワーキング・ドキュメントおよびインストール補足
資料

ドキュメント

『OpenVMS VAX Upgrade and Installation Supplement: VAX 8820,
8830, 8840』

AA-PS6MA-TE

『OpenVMS VAX Upgrade and Installation Supplement: VAX 8200,
8250, 8300, 8350』

AA-PS6PA-TE

『OpenVMS VAX Upgrade and Installation Supplement: VAX 8530,
8550, 8810 (8700), and 8820–N (8800)』

AA-PS6QA-TE

『OpenVMS VAX Upgrade and Installation Supplement: VAX 8600,
8650』

AA-PS6UA-TE

『VMS Upgrade and Installation Supplement: VAX–11/780, 785』 AA-LB29B-TE

『VMS Upgrade and Installation Supplement: VAX–11/750』 AA-LB30B-TE

ここでは，アーカイブされたOpenVMSドキュメントについて説明します。

『A Comparison of System Management on OpenVMS AXP and OpenVMS VAX』
システム管理ツール， Alphaのページ・サイズがシステム管理操作に与える影響，シ
ステム・ディレクトリ構造，相互運用性に関する問題点，パフォーマンス情報につい
て説明します。このドキュメントは，OpenVMS Alphaシステムの管理方法を短時間
に学習する必要のあるシステム管理者を対象にしています。

『Building Dependable Systems: The OpenVMS Approach』
ビジネス・アブリケーションで必要とされる信頼性を分析し，コンピューティング・
システムを使用して，信頼性の達成目標をサポートする方法を判断するための，実際
的な情報を示します。この情報の他に，OpenVMSや関連ハードウェア，レイヤー
ド・ソフトウェア製品の信頼性機能の技術概要も補足されています。

『Creating an OpenVMS Alpha Device Driver from an OpenVMS VAX Device
Driver』
OpenVMS VAXで使用されているデバイス・ドライバをOpenVMS Alphaで動作す
るデバイス・ドライバに変換する手順について説明します。このドキュメントには，
Macro-32で作成された Alphaドライバを操作するためのデータ構造，ルーチン，マ
クロも含まれています。

『Creating an OpenVMS AXP Step 2 Device Driver from a Step 1 Device Driver』
Step 1デバイス・ドライバ (OpenVMS AXPの初期のバージョンで使用)を Step 2デ
バイス・ドライバにアップグレードする方法について説明します。OpenVMS AXP
Version 6.1では， Step 2のデバイス・ドライバが必要です。
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『Creating an OpenVMS AXP Step 2 Device Driver from an OpenVMS VAX Device
Driver』
OpenVMS VAXで使用されているデバイス・ドライバを，OpenVMS AXP Version
6.1で使用される Step 2デバイス・ドライバに移行する方法について説明します。

『Guide to OpenVMS AXP Performance Management』
OpenVMS Alphaシステムでパフォーマンスを最適化するために使用される手法につ
いて説明します。

『Guide to OpenVMS Performance Management』
OpenVMS VAXシステムでパフォーマンスを最適化するために使用される手法につい
て説明します。

『Migrating an Application from OpenVMS VAX to OpenVMS Alpha』
（翻訳版は『OpenVMS VAXからOpenVMS Alphaへのアプリケーションの移行』）
OpenVMS VAXアプリケーションのOpenVMS Alphaバージョンを作成する方法に
ついて説明します。 VAXから Alphaへの移行プロセスの概要を示し，移行の計画に
役立つ情報も示します。移行計画で必要になる判断と，これらの判断を下すのに必要
な情報の入手方法を説明します。さらに，このドキュメントでは，使用できる移行方
法について説明し，各方法で必要な作業量を見積もり，各アプリケーションに最適な
方法を選択できるようにします。

『Migrating an Environment from OpenVMS VAX to OpenVMS Alpha』
OpenVMS VAXシステムからOpenVMS Alphaシステムまたは複合アーキテクチ
ャ・クラスタにコンピューティング環境を移行する方法について説明します。 VAX
から Alphaへの移行プロセスの概要を示し， VAXコンピュータと Alphaコンピュー
タでのシステム管理およびネットワーク管理の相違点について説明します。

『Migrating to an OpenVMS AXP System: Planning for Migration』
（翻訳版は『OpenVMS AXPオペレーティング・システムへの移行:システム移行の
手引き』）
RISCアーキテクチャの一般的な特性を示し， Alphaアーキテクチャと VAXアーキ
テクチャを比較し，移行プロセスの概要を示し，弊社が提供している移行ツールの概
要を示します。このドキュメントの内容は，アプリケーションにとって最適な移行方
法を定義するのに役立ちます。

『Migrating to an OpenVMS AXP System: Recompiling and Relinking Applications
（翻訳版は『OpenVMS AXPオペレーティング・システムへの移行:再コンパイルと
再リンク』）
高級言語アプリケーションをOpenVMS Alphaに移行するプログラマを対象に，詳細
な技術情報を示します。アプリケーションの移行を容易にするための開発環境の設定
方法を示し，プログラマが VAXアーキテクチャの要素に対するアプリケーションの
依存性を識別するのに役立つ情報を提供し，これらの依存性を解決するのに役立つコ
ンパイラ機能を紹介します。このドキュメントの各セクションでは， VAXアーキテ
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クチャ機能に対する特定のアプリケーションの依存性，データ移植の問題点 (アライ
メントの問題点など)， VAX共有メージの移植プロセスなどについて説明します。

『OpenVMS Alpha Guide to 64-Bit Addressing and VLM Features』
（翻訳版は『OpenVMS Alpha 64ビット・アドレッシングおよび VLM機能説明
書』）
OpenVMS Alphaオペレーティング・システムでの 64ビット仮想アドレッシングお
よび VLM (Very Large Memory)のサポートについて説明します。このドキュメント
はシステム・プログラマおよびアプリケーション・プログラマを対象にしており，
OpenVMS Alphaの 64ビットおよび VLM機能について，その特徴と利点を中心に
説明します。また，これらの機能を利用して， 64ビット・アドレスをサポートし，
非常に大きい物理メモリを効率よく利用できるようにアプリケーション・プログラム
を拡張する方法についても説明します。

『OpenVMS Alpha System Dump Analyzer Utility Manual』
System Dump Analyzerユーティリティを使用して，システム障害を調べ，動作中の
OpenVMS Alphaシステムを確認する方法について説明します。 Alphaのプログラ
マはこのドキュメントを参照してください。 VAXのプログラマは『OpenVMS VAX
System Dump Analyzer Utility Manual』を参照してください。

『OpenVMS AXP Device Support: Developer’s Guide』
弊社が提供していないデバイス用にOpenVMS Alphaのドライバを開発する方法につ
いて説明します。

『OpenVMS AXP Device Support: Reference』
『Writing OpenVMS Alpha Device in C』用の参照情報を提供します。デバイス・
ドライバのプログラミングで使用するデータ構造，マクロ，ルーチンについて説明し
ます。

『OpenVMS Bad Block Locator Utility Manual』
Bad Block Locatorユーティリティを使用して，古いタイプのメディアで不良ブロッ
クを検索する方法について説明します。

『OpenVMS Compatibility Between VAX and Alpha』
エンド・ユーザ，システム管理者，プログラマに提供される機能を中心に， VAXコ
ンピュータと Alphaコンピュータで稼動するOpenVMSを比較します。

『OpenVMS Developer’s Guide to VMSINSTAL』
VMSINSTALコマンド・プロシージャについて説明し，弊社が推奨している標準に準
拠したインストール・プロシージャを設計する場合のガイドラインを示します。この
ドキュメントは，OpenVMSオペレーティング・システムでレイヤード・ソフトウェ
ア製品のインストール・プロシージャを設計する開発者を対象にしています。
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『OpenVMS DIGITAL Standard Runoff Reference Manual』
DSRテキスト生成ユーティリティについて説明します。

『OpenVMS EDT Reference Manual』
EDTエディタの詳細な参照情報を示します。

『OpenVMS Exchange Utility Manual』
Exchangeユーティリティを使用して，外部フォーマットのボリュームとOpenVMS
ネイティブ・ボリュームの間でファイルを転送する方法について説明します。

『OpenVMS Glossary』
ドキュメンテーション全体で使用しているOpenVMS固有の用語を定義します。

『OpenVMS Guide to Extended File Specifications』
（翻訳版は『OpenVMS Extended File Specificationsの手引き』）
拡張ファイル指定の概要を示し，全体的な相違点，および拡張ファイル指定を
OpenVMS環境に導入した場合の影響について説明します。

『OpenVMS Master Index』
OpenVMSフル・ドキュメンテーション・セットに含まれるドキュメントから抽出し
た索引情報を提供します。

『OpenVMS National Character Set Utility Manual』
National Character Setユーティリティを使用してNCS定義ファイルを作成する方
法について説明します。

『OpenVMS Obsolete Features Manual』
VMS V4.0～ V5.0で廃止されたDCLコマンド，システム・サービス， RTLルーチ
ン，ユーティリティを示します。 VMS V4.0以降で廃止されたDCLコマンド， RTL
ルーチン，ユーティリティをまとめた付録もあります。

『OpenVMS Programming Environment Manual』
プログラミング環境を定義する弊社の製品およびツールの全般的な説明を示します。
コンパイラ，リンカ，デバッガ， System Dump Analyzer，システム・サービス，ル
ーチン・ライブラリなどの機能やツールについて紹介します。

『OpenVMS Programming Interfaces: Calling a System Routine』
OpenVMSプログラミング・インタフェースについて説明し，ユーザ・プロシージャ
からOpenVMSシステム・ルーチンを呼び出すための標準規約を定義します。さまざ
まな高級言語での Alphaおよび VAXデータ・タイプのインプリメンテーションにつ
いても，このドキュメントに示しています。
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『OpenVMS RTL DECtalk (DTK$) Manual』
OpenVMSランタイム・ライブラリのDTK$機能に含まれるDECtalkサポート・ル
ーチンについて説明します。

『OpenVMS RTL Parallel Processing (PPL$) Manual』
OpenVMSランタイム・ライブラリの PPL$機能に含まれる並列処理ルーチンについ
て説明します。 Alpha固有のルーチンと VAX固有のルーチンを示し，各システムで
異なる動作を実行するルーチンについても説明します。

『OpenVMS Software Overview』
OpenVMSオペレーティング・システムの概要と，提供される一部の製品の概要を示
します。

『OpenVMS SUMSLP Utility Manual』
SUMSLPバッチ指向エディタを使用して，操作ファイルを更新する方法について説
明します。

『OpenVMS System Messages and Recovery Procedures Reference Manual』
オペレーティング・システムから出されるエラー・メッセージ，警告メッセージ，情
報メッセージをアルファベット順に示します。また，各メッセージの意味と，各メッ
セージに対するユーザの対処法も示します。このドキュメントは 2分冊になっていま
す。

『OpenVMS Terminal Fallback Utility Manual』
Terminal Fallbackユーティリティを使用して，このユーティリティで使用できるラ
イブラリ，文字変換テーブル，ターミナル・パラメータを管理する方法について説明
します。

『OpenVMS VAX Card Reader, Line Printer, and LPA11–K I/O User’s Reference
Manual』
OpenVMS VAXでのカード・リーダー，ラボラトリ周辺アクセラレータ，ライン・プ
リンタのドライバについて説明します。

『OpenVMS VAX Device Support Manual』
弊社が提供していないデバイス向けのOpenVMS VAXドライバを開発する方法につ
いて説明します。

『OpenVMS VAX Device Support Reference Manual』
『OpenVMS VAX Device Support Manual』用の参照情報を提供します。デバイ
ス・ドライバのプログラミングで使用されるデータ構造，マクロ，ルーチンについて
説明します。
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『OpenVMS VAX Patch Utility Manual』
Patchユーティリティを使用して，OpenVMS VAXの実行イメージおよび共有イメ
ージを調べ，変更する方法について説明します。

『OpenVMS Wide Area Network I/O User’s Reference Manual』
OpenVMS VAXでのDMC11/DMR11，DMP11，DMF32，DR11–W，DRV11-
WA，DR32，非同期DDCMPインタフェース・ドライバについて説明します。

『PDP–11 TECO User’s Guide』
PDP–11 TECO (Text Editor and Corrector)プログラムの操作手順について説明しま
す。

『POLYCENTER Software Installation Utility User’s Guide』
POLYCENTER Software Installationユーティリティについて説明します。このユ
ーティリティは，ユーティリティと互換性のあるソフトウェア製品のインストールと
管理のために使用される新しいコンポーネントです。

『TCP/IP Networking on OpenVMS Systems』
TCP/IPネットワーキングの概要を示し， TCP/IP機能に対するOpenVMS DCLのサ
ポートについて説明します。
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